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自

由

推 薦 の 言 葉
　青空文庫が活動を開始して、��年が経過したとお聞きいた
しました。
　図書館関係者ならば、知らない者はいないであろう、あの
青空文庫が開設十周年を迎えられたことに、まずもってお祝
いを申し上げたいと存じます。
　図書館の最も重要な役割は、人類のもつ知識、情報を万人
の共有物として共有化することにあると思われます。そのため
に図書館は永い時間をかけて様 な々技術、システムを創りつ
づけてきましたが、青空文庫は近年の情報技術の飛躍的な進
歩を利用して著作権の保護期間が切れた著作物を世界中の
人 に々開放することにより共有化を進めるという偉大な事業を
展開されています。しかもその事業を非営利で立上げ、その後
数���人のボランティアが支える仕組みも作り上げました。
　著作権者の一部には、著作物のエンドユーザーである一般
大衆が著作物に敬意を払わず、ないがしろにしていると非難
する方々が存在します。しかしそれは大いなる誤解で、多くの
市民は文化的歴史的著作物に価値を見出し、心からその作
品の永遠なることを願っているものです。青空文庫はそのよう
な心根を強く持ったボランティアの活動の拠点にもなっていま
す。つまり一部の著作権者が望みながら叶えられないと嘆く、
作品と作家への敬慕が最も強く発現している営みが実現され
ているのです。
　青空文庫は十周年記念事業として、これまで蓄積してきた
コンテンツを収録した���を全国の公共図書館、大学附属
図書館、高等学校図書館などへ寄贈されるとのことです。
���は、青空文庫のこれまでの歴史、活動の状況、サイトの
利用法などをまとめた小冊子に添付された形で送付されます。
���に収録される作品は著作権フリーであるため、コピーも
自由に行なえるので図書館においてコピーを行ない利用者に
頒布することも可能です。青空文庫のサイトへ直接アクセス
することに躊躇する市民も冊子の解説と���のデータを用い
て作品を鑑賞、分析、加工することが可能です。

　青空文庫のこの度の素晴らしい取組みに対して、各図書館
においては��はもちろんのこと、智恵をしぼって青空文庫の
利用促進を図っていただきたいと考えます。たとえば退職後
の団塊の世代の中には、お気に入りの文学作品を分析研究す
る方も少なくないと思います。それらの方 に々対して、「青空文
庫の利用講座」を開催するなどということも可能でしょう。ま
た大学では既に行なわれている文学作品の分析のための利
用なども高校の授業やクラブ活動でも利用できるでしょう。日
本図書館協会としても今回の事業に関してささやかなお手伝
いをさせていただいていることから、各図書館において積極
的な活用が図られることを希望いたします。

社団法人日本図書館協会
常務理事・事務局長　松岡�要

も う 一 つ の 読 む 自 由

『
青
空
文
庫 

全
』
の
本
文
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ̶

Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
、

自
由
に
コ
ピ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

複
製
さ
れ
、
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
心
か
ら
の
願
い
で
す
。
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【
右
ペ
ー
ジ
最
初
の
作
家
名
】▼
▼
▼

『
青
空
文
庫 
全
』Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ

作
家
と
作
品
リ
ス
ト

こ
の
冊
子
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ‒
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
、
二
〇
〇
七
年

一
〇
月
一
日
時
点
の
青
空
文
庫
で
公
開
さ
れ
て
い
た
、

著
作
権
の
保
護
期
間
（
作
者
の
死
後
五
〇
年
ま
で
）

を
過
ぎ
た
以
下
の
作
家
の
作
品
、
計
六
六
一二
点
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
や

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
読
み
上
げ
機
能
を
使
っ
て
、
聞
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
書
き
込
ん
で
保
存

し
た
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
、
家

族
や
知
人
に
配
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

『
青
空
文
庫 

全
』
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
で

借
り
出
せ
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
る
方
は
、
こ
れ
で
青
空
文
庫

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
た
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
青
空
文
庫
（http://w

w
w
.aozora.

gr.jp/

）
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
作
品
は
、

毎
日
増
え
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
な
い
方―

。
こ
の
冊
子
は
、

あ
な
た
に
青
空
文
庫
を
知
っ
て
も
ら
い
た
く
て
作
り
ま

し
た
。

お
宅
に
は
、
使
わ
ず
に
眠
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 

図
書
館
や
学
校
、
お
友
達
の
パ
ソ
コ
ン

を
使
わ
せ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

最
初
は
、
慣

れ
た
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。
パ
ソ
コ

ン
を
み
つ
け
、
電
源
を
入
れ
て
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ

Ｍ
を
差
し
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
で
読
め
る
膨
大
な
数
に
比
べ
れ
ば
、
青
空

文
庫
の
作
品
は
わ
ず
か
で
す
。
た
だ
こ
こ
で
も
、
作
品

は
、
あ
な
た
に
読
ま
れ
る
機
会
を
待
っ
て
い
る
の
で
す
。

青
空
文
庫
一
〇
年
の
成
果
を
す
べ
て
の
図
書
館
に

『
青
空
文
庫
全
』寄
贈
計
画
が
目
指
す
も
の

国
語
の
教
科
書
に
は
、
か
な
ら
ず
「
文
学
史
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
時
代
ご
と
に
、
作
者
名
と

作
品
名
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
教
科
書
の
「
文
学
史
」
は
、
作
家
と
そ
の
代
表
作
を
知

る
た
め
の
手
が
か
り
に
は
な
っ
て
も
、
作
家
の
全
貌
、
そ
し
て
最
も
重
要
な
ど
ん
な
作
品
な
の
か
、
を
知
る
た

め
に
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。
具
体
的
に
言
え
ば
、「
文
学
史
」
を
学
ん
で
も
、
そ
こ
に
現
れ
る
実
際
の
作
品

を
読
む
人
は
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
で
は
、
こ
う
い
っ
た
作
品
は
手
に
入
り
に
く
い
の
か
、
と
い
う
と
、

そ
う
で
な
い
作
品
も
あ
り
、
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
作
品
も
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
作
家
の
全
貌
を
知
る
に
は
、
一
、

二
の
作
品
で
は
少
な
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
も
確
か
な
こ
と
だ
ろ
う
。
学
校
の
図
書
館
、
地
域
の
公
共
図
書
館
の

多
く
は
、「
文
学
史
」
に
登
場
す
る
作
品
群
を
収
録
し
て
い
る
。
し
か
し
、
閉
架
に
あ
っ
て
ア
ク
セ
ス
が
あ
ま
り

よ
く
な
か
っ
た
り
、
文
字
が
小
さ
く
、
本
が
古
い
こ
と
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
ま
り
に
古
い
本
は
貸
し
出
し

禁
止
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
青
空
文
庫
と
い
う
試
み
は
、
こ
う
い
っ
た
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
本
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
電
子
図
書
館
、青
空
文
庫
は
、二
〇
〇
七
年
、設
立
一
〇
周
年
を
迎
え
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、青
空
文
庫
全
体
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
お
さ
め
、『
青
空
文
庫 

全
』と
名
付
け
た
冊
子
に

添
え
て
、す
べ
て
の
公
共
図
書
館
と
大
学
、短
大
、高
専
、高
校
の
図
書
館
に
寄
贈
す
る
企
画
が
提
案
さ
れ
た
。

立
案
者
は
、そ
の
狙
い
を
こ
う
語
る
。

門
田
裕
志
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空
文
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全
』寄
贈
計
画
が
目
指
す
も
の―

収

録

六

六

一

二

作

品

を

活

用

し

よ

う

『
青
空
文
庫 

全
』Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
使
い
方―

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

図

書

館

は

こ

う

生

ま

れ

こ

う

育

っ

た

青
空
文
庫
一
〇
年
記―

文

化

共

有

の

青

空

に

黒

雲

を

か

け

る

著
作
権
保
護
期
間
延
長
に
反
対―

◉
写
真
ク
レ
ジ
ッ
ト
◉

「
作
家
と
作
品
リ
ス
ト
」
中
の
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
は
す
べ
て
、
著
作
権
の
保
護
期
間
を
過
ぎ
て
い
る
と
確
認
で
き
た

も
の
を
、ウィ
キ
メ
ディ
ア・コ
モ
ン
ズ
（

メ
イ
ン
ペ

ー
ジ

）
か
ら
と
り
ま
し
た
。

ウ
ィ
キ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
モ
ン
ズ
で
著
作
者
が
確
認
で
き
た
も
の
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

太
宰 

治
：
田
村 

茂
／
デ
ィ
ケ
ン
ズ 

チ
ャ
ー
ル
ズ
（「
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ロ
ル
」
初
版
本
の
挿
絵
）：

／

夏
目 

漱
石
：
小
川 

一
真
／
ポ
ー 

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
：
O
scar H
alling
／

ホ
ー
ソ
ー
ン 

ナ
サ
ニ
エ
ル
：

／

ユ
ゴ
ー 

ヴ
ィ
ク
ト
ル
（「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
コ
ゼ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
）：
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も う 一 つ の 読 む 自 由



あ愛
知 

敬一

「
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
伝
」

会
津 

八一

「
一
片
の
石
」等
四
篇

饗
庭 

篁
村

「
良
夜
」

秋
田 

滋
モ
ー
パッ
サ
ン「
あ
る
自
殺
者
の
手
記
」訳
、等
五
篇

芥
川 

竜
之
介

「
奉
教
人
の
死
」「
藪
の
中
」「
歯
車
」等
三
五
三
篇

阿
部 

徳
蔵

「
美
術
曲
芸
し
ん
粉
細
工
」

ア
ミ
ー
チス 

エ
ドモン
ド・デ

「
母
を
尋
ね
て
三
千
里
」

有
島 

武
郎

「
或
る
女
」「
生
ま
れ
い
ず
る
悩
み
」

「
小
さ
き
者
へ
」等
三
三
篇

アル
チバシェッフ 

ミハイル・ペトロ
ー
ヴィチ

「
死
」等
二
篇

淡
島 

寒
月

「
江
戸
か
東
京
か
」等
一二
篇

アン
デルセン 

ハンス・ク
リス
チャン

「
即
興
詩
人
」「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」

「
雪
の
女
王
」等
一二
篇

アン
ドレ
ーエフ 

レ
オニー
ド・

ニコラ
ーエ
ヴィチ

「
犬
」

イエ
イ
ツ 

ウィリ
ア
ム・バト
ラ
ー

「「
ケ
ル
ト
の
薄
明
」よ
り
」等
二
篇

生
田 
春
月

「
聖
書
」

池
田 

菊
苗

「「
味
の
素
」発
明
の
動
機
」

池
谷 

信
三
郎

「
橋
」

池
宮
城 

積
宝

「
奥
間
巡
査
」

石
井 

研
堂

「
東
京
市
騒
擾
中
の
釣
」等
四
篇

石
川 

三
四
郎

「
社
会
的
分
業
論
」等
九
篇

石
川 

啄
木

「
一
握
の
砂
」「
悲
し
き
玩
具
」「
雲
は
天
才
で
あ
る
」

等
二
四
篇

石
河 

幹
明

「
瘠
我
慢
の
説　
序
」等
二
篇

石
田 

孫
太
郎

「
猫
と
色
の
嗜
好
」

石
橋 

忍
月

「
罪
過
論
」等
二
篇

石
原 

莞
爾

「
最
終
戦
争
論
・
戦
争
史
大
観
」等
二
篇

泉 

鏡
花

「
外
科
室
」「
高
野
聖
」

「
夜
行
巡
査
」等
一一
六
篇

板
倉 

勝
宣

「
山
と
雪
の
日
記
」等
四
篇 左

か
ら
菊
池
寛
、芥
川
竜
之
介

石
川
啄
木

泉
鏡
花

青
空
文
庫
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。
一
言
で
言
え
ば
、
著
作
権
が
失
効
し
た
作
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
共

有
す
る
試
み
で
あ
る
。
著
作
権
は
、
大
き
く
著
作
者
人
格
権
と
著
作
財
産
権
に
分
け
ら
れ
る
。
人
格
権
と
は
、

作
品
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
よ
う
求
め
る
権
利
。
財
産
権
は
、
作
品
で
儲
け
る
権
利
で
あ
る
。
人
格
権
は
永
遠
に

続
く
が
、
財
産
権
は
著
者
の
死
後
五
〇
年
で
失
効
す
る
。
失
効
し
た
作
品
は
、
改
変
し
な
い
限
り
、
自
由
に
、

全
て
の
人
が
共
有
で
き
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登
場
以
前
、
こ
の
よ
う
な
共
有
は
難
し
か
っ
た
。
紙
を
用
い
て

い
る
限
り
、
出
版
に
要
す
る
コ
ス
ト
が
ど
う
し
て
も
付
き
ま
と
う
か
ら
だ
。
青
空
文
庫
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
、
財
産
権
の
失
効
し
た
作
品
を
共
有
す
る
試
み
だ
。
そ
の
成
果
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
環

境
が
あ
れ
ば
、
世
界
中
の
ど
こ
で
も
、
そ
し
て
誰
で
も
利
用
で
き
る
。

こ
の
冊
子
は
、
青
空
文
庫
と
い
う
試
み
を
知
っ
て
欲
し
く
て
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
全
国
の
図
書
館
に
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
納
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ̶

Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
で
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
私
が
寄
贈
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
簡

単
に
言
え
ば
、
日
本
語
を
使
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
文
化
の
蓄
積
を
よ
り
多
く
の
人
と
共
有
し
た
い
と
思
っ

た
か
ら
だ
。
現
在
、
私
は
ア
メ
リ
カ
に
定
住
し
て
お
り
、
地
域
の
図
書
館
に
は
日
本
語
の
本
は
な
い
。
日
本
の

中
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
図
書
の
種
類
、
数
に
は
、
か
な
り
違
い
が
あ
る
だ
ろ
う
。
青
空
文
庫
は

そ
の
よ
う
な
違
い
を
補
正
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
た
だ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
環
境
も
ま
た
、

現
在
で
は
、
全
て
の
人
が
利
用
で
き
る
訳
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
青
空
文
庫
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
収
め

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ̶

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
全
て
の
図
書
館
に
寄
贈
し
た
い
、
と
考
え
た
の
だ
。

全
国
の
図
書
館
は
、
そ
の
「
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言
」
の
中
で
、「
知
る
自
由
」
の
保
証
を
謳
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
現
在
ま
で
、
そ
の
宣
言
に
則
り
、
よ
り
多
く
の
人
が
よ
り
多
く
の
知
識
に
触
れ
る
可
能
性
を

拡
げ
る
た
め
に
、
蔵
書
の
蒐
集
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
図
書
館
の
提
供
す

る
「
知
る
自
由
」
は
、
貴
重
で
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
私
を
含
め
て
、
青
空
文
庫
を
支
え
て
い
る
方
々

も
、
図
書
館
を
利
用
し
、
そ
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
図
書
館
に
は
、
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
ば
か
り
だ
。
た

だ
、
惜
し
む
ら
く
は
、
図
書
館
の
中
心
的
な
活
動
は
紙
の
媒
体
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
紙
媒
体
は
、
そ
の

利
点
と
と
も
に
、
ど
う
し
て
も
、欠
点
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。「
本
」
と
い
う
形
は
、ハ
ン
デ
ィ
で
便
利
で
あ
る
。

何
を
隠
そ
う
私
も
「
本
」
と
い
う
形
が
大
好
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
利
用
は
目
で
読
む
こ
と
に
限
ら
れ
て

し
ま
う
。
視
覚
障
害
者
に
は
、
普
通
の
「
本
」
は
、
利
用
で
き
な
い
。

青
空
文
庫
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
は
、
目
で
本
を
読
む
こ
と
以
外
に
も
、「
読
む
」
可
能
性
を
提
供
で
き
る
。
読
み

上
げ
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
、
耳
で
「
読
む
」
こ
と
も
容
易
だ
。
青
空
文
庫
の
拡
げ
る
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
は
、

図
書
館
の
提
供
し
て
く
れ
る「
知
る
自
由
」
と
少
し
異
な
る
方
向
で「
知
る
自
由
」
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
は「
読
む
自
由
」
と
い
う
言
葉
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
本
」
を
目
で
読
む
以
外
の
方
法
で「
読
む
」

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
選
択
の
幅
を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
る
「
自
由
」
で
あ
る
。「
読
む
自
由
」
を
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
こ
れ
が
『
青
空
文
庫
全
』
を
寄
贈
し
た
理
由
と
言
え
る
。

再
び
、「
文
学
史
」
に
、
個
人
的
な
述
懐
に
、
戻
り
た
い
。
も
し
、
私
が
中
学
生
や
高
校
生
の
頃
に
、
国
語

の
教
科
書
で
「
文
学
史
」
を
眺
め
て
い
る
時
に
、
実
際
の
作
品
に
容
易
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
と
考
え

る
こ
と
が
あ
る
。
著
者
名
と
作
品
名
の
羅
列
が
「
文
学
史
」
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
の
中
身
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
て
こ
そ
、
文
化
の
蓄
積
を
真
に
受
け
取
り
、
そ
し
て
未
来
へ
の
可
能
性
を
開
い
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
う
。
青
空
文
庫
の
収
録
作
は
、
明
治
時
代
以
降
に
偏
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
歴
史
の
中
で
蓄
積
さ
れ
た

日
本
文
化
の
積
み
重
ね
は
厖
大
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
文
学
史
」
を
例
に
挙
げ
た
が
、
現
在
収
録
さ
れ

て
い
る
六
千
以
上
の
作
品
の
切
り
口
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
で
き
る
な
ら
、
こ
れ
を
手
に
し
た
方
が
、
実
際
の

作
品
に
触
れ
て
、
多
く
の
切
り
口
を
見
つ
け
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ̶

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
れ
て
、
開
い
て
み
て
欲
し
い
。
そ
こ
に
は
、
自
由
な
形
で
「
読
む
」
こ
と
の
で
き
る
宝
の
山
が

あ
る
は
ず
だ
か
ら
。
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伊
丹 

万
作

「
人
間
山
中
貞
雄
」等
一
六
編

市
島 

春
城

「
読
書
八
境
」

伊
藤 

左
千
夫

「
奈
々
子
」「
野
菊
の
墓
」「
水
害
雑
録
」等
一二
篇

伊
東 

静
雄

「
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
」等
二
篇

伊
藤 

野
枝

「
あ
る
男
の
堕
落
」等
八
篇

井
上 

紅
梅

魯
迅「
阿
Ｑ
正
伝
」訳
、等
一二
篇

違
星 

北
斗

「
北
斗
帖
」

今
井 

邦
子

「
水
野
仙
子
さ
ん
の
思
ひ
出
」

岩
波 

茂
雄

「
読
書
子
に
寄
す
」

岩
野 

泡
鳴

「
神
秘
的
半
獣
主
義
」等
五
篇

巌
谷 

小
波

「
こ
が
ね
丸
」等
二
篇

ウィー
ド 

グス
タ
ー
フ

「
尼
」等
二
篇

上
田 

敏
「
海
潮
音
」等
三
篇

上
村 

松
園

「
母
へ
の
追
慕
」等
一
六
篇

内
田 
魯
庵

「
犬
物
語
」等
一一
篇

内
村 

鑑
三

「
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」

「
デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話
」等
九
篇

海
野 

十
三

「
海
野
十
三
敗
戦
日
記
」「
太
平
洋
魔
城
」

「
超
人
間
Ｘ
号
」等
一
五
三
篇

榎
本 

武
揚

「
書
簡
」

江
見 

水
蔭

「
死
剣
と
生
縄
」等
七
篇

大
阪 

圭
吉

「
デ
パ
ー
ト
の
絞
刑
吏
」等
九
篇

大
杉 

栄

「
日
本
脱
出
記
」等
一一
篇

大
槻 

文
彦

「
こ
と
ば
の
う
み
の
お
く
が
き
」

大
手 

拓
次

「
藍
色
の
蟇
」等
三
篇

大
町 

桂
月

「
秋
の
筑
波
山
」等
二
篇

尾
形 

亀
之
助

「
色
ガ
ラ
ス
の
街
」等
七
篇

岡
本 

一平

「
非
凡
人
と
凡
人
の
遺
書
」

岡
本 

かの
子

「
金
魚
撩
乱
」「
鶴
は
病
み
き
」「
母
子
叙
情
」等
七
六
篇

内
村
鑑
三

『
青
空
文
庫 

全
』の
Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
、二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一日
時
点
の
青
空
文
庫
で
公
開
さ
れ
て
い
た
、

著
作
権
の
切
れ
た
作
品
六
六
一
二
点
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
、縦
組
み
印
刷
。青
空
文
庫
対
応
表
示
ソ
フ
ト
で
、ル
ビ
付
き
、

縦
組
み
表
示
。自
由
に
コ
ピ
ー
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
電
子
機
器
で
も
利
用
し
て
み
よ
う
。

収
録
六
六
一
二
作
品
を
活
用
し
よ
う

『
青
空
文
庫
全
』Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
使
い
方

Ｄ
Ｖ
Ｄ‒
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

Windowsの場合

もしこのような「自動再生」機能が起動
したら、「キャンセル」ボタンをクリックし
てください。そして「フォルダを開いてフ
ァイルを表示する」を選んで、③へ進ん
でください。

①付属 をコンピュータ
の ディスクドライブに
セットしてください。

②「スタート」より「マイコンピ
ュータ」を選び、 デ
ィスクドライブにある「 」
ディスクをダブルクリックしてくだ
さい。

③開いたウィンドウの中から
「はじめにお読み下さい（ ）」
をダブルクリックしてください。
この の中に入ってい
るコンテンツの説明が書いてあり
ます。

MacOSの場合

①付属 をコンピュータの
ディスクドライブにセットしてください。

②デスクトップに「 」ディスクのアイコ
ンが現れるのでダブルクリックしてください。

③開いたウィンドウの中から「はじめにお読み
下さい 」をダブルクリックしてください。
この の中に入っているコンテンツ
の説明が書いてあります。

※このDVD-ROMの動作等についてのご質問は、
info@aozora.gr.jpまでお問い合わせください。

【
伊
丹
万
作
】▼
▼
▼
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岡
本 

綺
堂

「
半
七
捕
物
帳
」「
修
禅
寺
物
語
」「
ゆ
ず
湯
」

等
一
七
一
篇

小
川 

亮
作

オ
マ
ル「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」訳

沖
野 

岩
三
郎

「
山
さ
ち
川
さ
ち
」等
一二
篇

荻
原 

守
衞

「
彫
刻
家
の
見
た
る
美
人
」

小
熊 

秀
雄

「
流
民
詩
集
」等
二
六
篇

小
栗 

風
葉

「
深
川
女
房
」

小
栗 

虫
太
郎

「
黒
死
館
殺
人
事
件
」等
一
七
篇

尾
崎 

紅
葉

「
金
色
夜
叉
」等
二
篇

尾
崎 

放
哉

「
入
庵
雑
記
」等
六
篇

尾
崎 

秀
実

「
遺
書
」

小
山
内 

薫

「
梨
の
実
」等
二
篇

押
川 

春
浪

「
月
世
界
競
争
探
検
」等
三
篇

織
田 

作
之
助

「
聴
雨
」「
夫
婦
善
哉
」「
六
白
金
星
」等
四
〇
篇

小
野 

賢一郎

「
や
き
も
の
読
本
」

小
野 
浩

「
金
の
く
び
か
ざ
り
」

折
口 

信
夫

「
国
文
学
の
発
生
」「
死
者
の
書
」

「
山
越
し
の
阿
弥
陀
像
の
画
因
」等
一
〇
〇
篇

オルコット 

ル
イ
ー
ザ・メ
イ

「
若
草
物
語
」

恩
地 

孝
四
郎

「
書
籍
の
風
俗
」

かガ
ールシン 

フセ
ヴォロ
ド・ミハイロ
ヴィチ

「
四
日
間
」

葛
西 

善
蔵

「
哀
し
き
父
」「
椎
の
若
葉
」等
三
篇

梶
井 

久

「
臨
終
ま
で
」

梶
井 

基
次
郎

「
桜
の
樹
の
下
に
は
」「
城
の
あ
る
町
に
て
」「
檸
檬
」

等
四
三
篇

片
岡 

鉄
兵

「
今
度
こ
そ
」

勝 

海
舟

「
旗
本
移
転
後
の
始
末
」等
五
篇

加
藤 

文
太
郎

「
単
独
行
」

加
藤 

道
夫

「
な
よ
た
け
」

尾
崎
紅
葉

オ
ル
コ
ッ
ト

Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
あ
る
青
空
文
庫
を
開
い
て
み
る

①青空文庫トップページへ

②作家リストから選ぶ
トップページのメインエリアにある
「公開中 作家別」の中から「あ
行」をクリックしてみます。

「公開中 作家リスト:ア行」のリストが表示さ
れるので、そこから目的の作家をクリックします。
ここでは「芥川竜之介」を選んでみます。

③作品を選ぶ

芥川竜之介の「作家別作品リスト」が表示されます。
ここにはその作家の情報が記述されています。
「公開中の作品」から目的の作品を選びます。ここでは
「秋」を選んでみます。

「はじめにお読み下さい .html」を開いて、その中の
「2007 年 10月1日時点の青空文庫」をクリック
します。

青空文庫のトップページが表示されます。

④図書カードを開く

作品「秋」の図書カードが表示されます。ここには作
品に関する情報が記述されています。すぐにその作品
をWebブラウザーに表示させたい場合は、「います
ぐXHTML（またはHTML）版を読む」をクリックし
ます。

⑤目的の作品を読む

Webブラウザーでその作品を読むことができます。

⑥縦書きブラウザー「 」で読む

青空文庫と株式会社ボイジャーが共同開発した縦書
きブラウザー「azur」を使えば、青空文庫の作品を
縦書きで読むことができます。
詳しくは以下のサイトをご覧下さい。
http://www.voyager.co.jp/azur/index.html

【
岡
本
綺
堂
】▼
▼
▼
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金
子 

ふ
み
子

「
父
」

狩
野 

直
喜

「
支
那
研
究
に
就
て
」等
三
篇

狩
野 

亨
吉

「
天
津
教
古
文
書
の
批
判
」等
五
篇

加
能 

作
次
郎

「
恭
三
の
父
」等
二
篇

加
福 

均
三

「
希
臘
及
び
羅
馬
と
香
料
」

上
司 

小
剣

「
鱧
の
皮
」

嘉
村 

礒
多

「
業
苦
」等
四
篇

鴨 

長
明

「
方
丈
記
」

河
合 

栄
治
郎

「
二・二
六
事
件
に
就
て
」

河
上 

肇

「
放
翁
鑑
賞
」等
五
篇

川
上 

眉
山

「
書
記
官
」

川
端 

茅
舎

「
夏
の
月
」

河
東 

碧
梧
桐

「
南
予
枇
杷
行
」

ガンジ
ー 

マハトマ

「
ス
ワ
デ
シ
の
誓
」等
六
篇

観
世 
左
近　
二
十
四
世

「
よ
く
ぞ
能
の
家
に
」

蒲
原 

有
明

「
松
浦
あ
が
た
」等
一
〇
篇

木
内 

高
音

「
や
ん
ち
ゃ
オ
ー
ト
バ
イ
」

菊
池 

寛

「
恩
讐
の
彼
方
に
」「
真
珠
夫
人
」「
父
帰
る
」等
五
二
篇

岸
田 

国
士

「「
文
壇
波
動
調
」欄
記
事
」等
一
三
〇
篇

岸
田 

劉
生

「
美
術
上
の
婦
人
」等
三
篇

北 

一輝
「
子
に
与
ふ
」

北
原 

白
秋

「
思
ひ
出　
抒
情
小
曲
集
」「
邪
宗
門
」等
一
〇
篇

北
村 

透
谷

「
楚
囚
之
詩
」等
三
四
篇

紀 

貫
之

「
土
佐
日
記
」

木
下 

尚
江

「
火
の
柱
」等
一
〇
篇

木
下 

杢
太
郎

「
海
郷
風
物
記
」「
南
蛮
寺
門
前
」等
一
〇
篇

木
下 

利
玄

「
山
陰
の
風
景
」

キ
プ
リン
グ 

ラ
デャー
ド

「
幻
の
人
力
車
」

タ
ゴ
ー
ル（
左
）と
ガ
ン
ジ
ー

北
原
白
秋

Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
あ
る
「
作
家
別
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
」
を
利
用
す
る

①自分のコンピュータにコピーする

Windowsの場合

DVD-ROMにある「作家別テキストファ
イル」フォルダの上でマウスの右ボタン
をクリックし、現れたポップアップメニュ
ーより「コピー」を選びます。

MacOSの場合

DVD-ROMにある「作家別テキストファイル」
フォルダを自分のコンピュータのフォルダなど
にドラッグしてコピーします。

自分のコンピュータの「マイ ドキュメント」
などを開いて、そのウィンドウの上でマウ
スの右ボタンをクリックし、現れたポップ
アップメニューより「貼り付け」を選びます。

DVD-ROMから自分のコンピュータへ
「作家別テキストファイル」がコピーされ
ます。

DVD-ROMから自分のコンピュータへ「作家
別テキストファイル」がコピーされます。

②ワープロソフト「 」などで印刷する

Microsoft Wordを起動後、メニューの「ファイル」
から「ファイルを開く」を選び、「ファイルの種類」を「テ
キストファイル」にします。マイドキュメントなどに保存
したテキストファイルが選択できるようになるので、そ
れを選びます。

青空文庫のテキストファイルがWordで表示されます。

メニューの「ファイル」から「ページ設定」を選び、「文
字数と行数」にある「文字方向」を「縦書き」にすれば、
作品を縦書きで印刷することができます。

【
金
子
ふ
み
子
】▼
▼
▼
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金 

史
良

「
光
り
の
中
に
」等
五
篇

木
村 

芥
舟

「
福
沢
先
生
を
憶
う
」

木
村 

小
舟

「
太
陽
系
統
の
滅
亡
」

清
沢 

満
之

「
我
信
念
」

桐
生 

悠
々

「
関
東
防
空
大
演
習
を
嗤
う
」等
五
篇

瞿 

佑
「
牡
丹
灯
記
」

陸 

羯
南

「
近
時
政
論
考
」

九
鬼 

周
造

「「
い
き
」の
構
造
」等
七
篇

久
坂 

葉
子

「
幾
度
目
か
の
最
期
」等
六
篇

クス
ミン 

ミ
カ
イル・アレクセ
ー
ヴィチ

「
フ
ロ
ル
ス
と
賊
と
」

楠
山 

正
雄

マ
ロ「
家
な
き
子
」訳
、等
七
〇
篇

邦
枝 

完
二

「
お
せ
ん
」

国
枝 

史
郎

「
甲
州
鎮
撫
隊
」「
天
主
閣
の
音
」

「
名
人
地
獄
」等
四
七
篇

国
木
田 

独
歩

「
画
の
悲
み
」「
源
お
じ
」「
武
蔵
野
」等
三
〇
篇

久
米 

正
雄

「
競
漕
」等
四
篇

ク
ラ
ウ
フォー
ド 
フ
ランシス・マリ
オン

「
上
床
」

倉
田 

百
三

「
愛
と
認
識
と
の
出
発
」「
出
家
と
そ
の
弟
子
」

「
俊
寛
」等
一
五
篇

ク
ラル
テ 

ジュール

「
猿
」

グ
リ
ム 

ヴィルヘルム・カ
ール

「
白
雪
姫
」等
一
〇
篇

グ
リ
ム 

ヤ
ーコ
プ・ル
ー
ド
ヴィッヒ・カ
ール

「
白
雪
姫
」等
一
〇
篇

黒
岩 

涙
香

「
幽
霊
塔
」等
四
篇

黒
島 

伝
治

「
渦
巻
け
る
烏
の
群
」「
武
装
せ
る
市
街
」等
二
五
篇

黒
田 

清
輝

「
女
の
顔
」

桑
原 

隲
蔵

「
大
師
の
入
唐
」等
二
三
篇

小
泉 

節
子

「
思
い
出
の
記
」

小
泉 

八
雲

「
耳
無
芳
一の
話
」等
三
篇

小
出 

楢
重

「
楢
重
雑
筆
」等
四
篇

グ
リ
ム
兄
弟
。

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム（
左
）と

ヤ
ー
コ
プ

③テキストビュワーで作品を読む
青空文庫にあるテキストファイルを読むビュワーは、いろいろな人の手によって数多く開
発されています。どのようなソフトがあるかは、鈴木厚司さんのホームページ（

）に詳しく紹介されています。

糸口(itoguchi)さん作、テキスト縦書きビュワー「smoopy」
http://site-clue.statice.jp/

“鴉” さん作、テキストビュワー「扉～とびら～」
http://karasu.xrea.bz/

Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
納
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
他
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
説
明

年 月 日、東京国際ブックフェア デジタルパブリッシングフェ
アの、ボイジャー・新潮社・筑摩書房・ ソルマーレ・講談社・東芝、
共同ブースで行なわれた富田倫生講演の記録です。
・「 」フォルダの中の （ ）
・「 」フォルダの中の （ 、 がインストール
されている ）

青空文庫では、夏目漱石や、芥川竜之介、太宰治などの作品を、誰でも
自由に読むことができます。この「自由」は、作品を保護する期間を作
者の死後 年までとし、そこから先は制限をゆるめて、利用を積極的
に促そうと決めている、著作権制度のたまものです。
この保護期間を、死後 年に延長しようとする検討が、一部の権利者
団体と、米政府の要求を受けて始まりました。私たちすべてにとって
の「自由」を、古い側にもう 年分追いやり、せばめてしまう延長に、
青空文庫は反対します。
・「 」フォルダの中の （ ）
・「 」フォルダの中の （ 、 が
インストールされている ）

年 月 日、青空文庫は 周年を迎えました。そのパーティ会場で
上映した青空文庫の軌跡を綴るスライドショームービーです。
・「 」フォルダの中の （
・「 」フォルダの中の （ 、 がインストー
ルされている ）

「富田倫生講演」ムービー

「著作権保護期間の延長に反対します」ムービー

「青空文庫10歳」ムービー

動作環境
ディスクドライブを搭載したマシン

以上 ディスクドライブを搭載したマシン
注意
この付属 は、 ロゴ のマークの付いた ディ
スクドライブで再生して下さい。 ディスクドライブでは再生すること
ができません。

【
金 

史
良
】▼
▼
▼
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甲
賀 

三
郎

「
支
倉
事
件
」等
一一
篇

幸
田 

露
伴

「
蒲
生
氏
郷
」「
五
重
塔
」

「
突
貫
紀
行
」等
三
五
篇

幸
徳 

秋
水

「
死
刑
の
前
」等
五
篇

ゴー
ゴリ 

ニコラ
イ

「
狂
人
日
記
」等
三
篇

ゴー
チェ 

テ
オ
フル

「
ク
ラ
リ
モ
ン
ド
」

郡 

虎
彦

「
道
成
寺（
一
幕
劇
）」

ゴー
リ
キ
ー 

マクシム

「
セ
ン
ツ
ア
マ
ニ
」

ゴール
ドマン 

エマ

「
婦
人
解
放
の
悲
劇
」

小
金
井 

喜
美
子

「
兄
の
帰
朝
」

小
酒
井 

不
木

「
恋
愛
曲
線
」等
一
六
篇

小
島 

烏
水

「
梓
川
の
上
流
」等
一
四
篇

小
林 

多
喜
二

「
蟹
工
船
」「
党
生
活
者
」「
防
雪
林
」等
一
三
篇

小
舟 

勝
二

「
扉
は
語
ら
ず
」

小
村 

雪
岱

「
泉
鏡
花
先
生
の
こ
と
」

コロレンコ 
ウ
ラ
ジ
ミ
ール・

ガ
ラ
ク
ティオ
ノ
ヴィチ

「
樺
太
脱
獄
記
」

さ斎
藤 

茂
吉

「
念
珠
集
」等
二
二
篇

斎
藤 

緑
雨

「
か
く
れ
ん
ぼ
」等
二
篇

酒
井 

嘉
七

「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」等
二
篇

堺 

利
彦

「
獄
中
生
活
」等
七
篇

坂
口 

安
吾

「
青
鬼
の
褌
を
洗
う
女
」「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」

「
堕
落
論
」等
一
九
八
篇

坂
本 

竜
馬

「
船
中
八
策
」

佐
左
木 

俊
郎

「
或
る
嬰
児
殺
し
の
動
機
」等
三
四
篇

佐
々
木 

直
次
郎

ポ
ー「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
崩
壊
」訳
、等
一一
篇

佐
々
木 

味
津
三

「
右
門
捕
物
帖
」「
旗
本
退
屈
男
」等
五
三
篇

佐
藤 

垢
石

「
泡
盛
物
語
」等
七
七
篇

佐
藤 

紅
緑

「
あ
あ
玉
杯
に
花
う
け
て
」

幸
田
露
伴

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

青
空
文
庫―

ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
こ
の
名
前
が
電
子
図
書
館
の
そ
の
後
を
方
向
づ
け
て
い
っ
た
、

と
今
で
は
言
え
る
。

当
時
、
富
田
が
考
え
て
い
た
こ
と
の
一
つ
に
、
絶
版
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
本
、
経
費
の
点
な
ど
で
出
版
で
き

そ
う
に
も
な
い
本
を
電
子
化
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
広
く

浸
透
す
れ
ば
、
従
来
の
出
版
社
・
取
次
店
・
書
店
と
は
違
う
流
通
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
自
分
を
含
め
た
多
く

の
書
き
手
に
、
作
品
発
表
の
機
会
を
増
や
せ
る
と
考
え
た
の
だ
。
そ
こ
で
は
、
著
作
に
よ
っ
て
お
金
を
得
る
と

い
う
こ
と
よ
り
、
広
く
将
来
に
わ
た
っ
て
作
品
が
読
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
た
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
富
田
に
は
、
処
女
作
で
あ
る
書
き
下
ろ
し
文
庫
の
『
パ
ソ
コ
ン
創
世
記
』（
一
九

八
五
年
）
が
版
元
の
文
庫
分
野
か
ら
の
撤
退
に
よ
っ
て
廃
刊
に
な
っ
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
。
同
書
は
そ
の
後
、

追
加
取
材
の
う
え
別
の
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
の
版
元
の
対
応
に
も
、
富
田
に
は
納
得
で
き

な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

八
巻
に
は
、
ま
た
雑
誌
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
雑
誌
な
ら
、
な
に

よ
り
制
作
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
八
巻
は
、
仲
間
と
一
緒
に
一
九
七
〇
年
代
の
終
わ
り
か
ら
八
〇
年
代

の
半
ば
ま
で
『
水
牛
通
信
』
と
い
う
雑
誌
を
つ
く
っ
て
い
た
。
原
稿
料
や
印
税
収
入
を
第
一
目
標
と
は
し
な
い

書
き
手
が
い
る
こ
と
も
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
編
集
者
で
あ
る
八
巻
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

野
口
に
と
っ
て
、
こ
の
実
験
サ
イ
ト
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
電
子
本
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
だ
っ
た
。
紙
の
本
と
同
じ
よ
う
に
、
縦
書
き
に
な
り
、
ル
ビ
（
振
り
仮
名
）
が
付
き
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
よ

う
に
読
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
電
子
本
の
作
成
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン

で
の
読
書
も
苦
に
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
そ
の
電
子
本
「
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ネ
ッ
ト
上

に
増
や
し
て
い
く―

こ
れ
は
、
読
書
の
形
を
変
え
る
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
野
口
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
図
書
館
は
こ
う
生
ま
れ
こ
う
育
っ
た

青
空
文
庫
一
〇
年
記

１　
青
空
文
庫
誕
生
前
史―

始
ま
り
は
、
い
つ
も
人
の
出
会
い

電
子
図
書
館
の
実
験
サ
イ
ト

一
九
九
七
年
三
月
、
横
浜
の
中
華
料
理
店
で
さ
さ
や
か
な
会
合
が
あ
っ
た
。
集
ま
っ
た
の
は
、
富
田
倫
生
、

野
口
英
司
、
八
巻
美
恵
、
ら
ん
む
ろ
・
さ
て
ぃ
の
四
人
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
電
子
図
書
館
の
実
験
サ
イ
ト
を

開
設
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
そ
の
日
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
気
楽
な
食
事
会
で
は
あ
っ
た
が
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ

け
た
ら
い
い
か
、
ど
ん
な
し
く
み
に
し
よ
う
か
、
こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る
か
、
話
は
尽
き
な
か
っ
た
。

図
書
館
の
名
称
は
、
富
田
の
発
案
に
異
論
は
な
か
っ
た
。
見
上
げ
れ
ば
遠
く
広
が
る
「
青
空
」
と
、
手
を
伸

ば
せ
ば
そ
こ
に
あ
る
「
文
庫
」
と
い
う
言
葉
を
つ
な
げ
た
極
シ
ン
プ
ル
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
会
合
以
前
に
、

メ
ン
バ
ー
同
士
が
メ
ー
ル
を
や
り
取
り
す
る
う
ち
に
、
い
つ
し
か
実
験
サ
イ
ト
開
設
の
試
み
は
「
青
空
文
庫
プ

一
九
九
七
年
初
頭
、エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
名
付
け
ら
れ
た
電
子
本
の
愛
好
者
の
中
か
ら
、

電
子
図
書
館
の
実
験
サ
イ
ト
を
作
ろ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
。

以
来
一
〇
年
間
で
、試
み
は
ど
の
よ
う
な
道
筋
を
た
ど
り
、今
日
に
至
っ
た
の
か
。

青
空
文
庫
一
〇
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、そ
の
到
達
点
と
今
後
の
課
題
を
探
る
。

012 ‒
015

八
巻
美
恵 

編

野
口
英
司
＋
宮
川
典
子

【
甲
賀
三
郎
】▼
▼
▼



期
待
は
大
き
か
っ
た
。

ら
ん
む
ろ
は
、
文
学
や
演
劇
や
映
画
が
大
好
き
。
か
つ
て
英
国
の
漱
石
博
物
館
が
募
集
し
た
夏
目
漱
石
作
品

の
入
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
、野
口
か
ら
の
誘
い
に
喜
ん
で
手
を
挙
げ
た
の
だ
っ
た
。

エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
魅
せ
ら
れ
て

富
田
た
ち
を
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
だ
っ
た
。
こ
の
「
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
つ
く
る
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
電
子
テ
キ
ス
ト
を
〝
本
〞
の
様
式
を
持
っ
た
〝
電
子
本
〞
に

ま
と
め
上
げ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
、
音
楽
や
動
画
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
拡
張
＝
エ
キ
ス
パ
ン
ド
機
能
も
付
い
て
い

た
。
米
国
の
ボ
イ
ジ
ャ
ー
社
が
開
発
し
た
も
の
で
、
日
本
で
は
一
九
九
二
年
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
ボ
イ
ジ
ャ
ー
（
通
称
ボ
イ
ジ
ャ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
）
が
、
そ
の
日
本
語
版
の
開
発
・
販
売
を

行
な
い
、
九
五
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
Ⅱ
は
、
縦
書
き
・
ル
ビ
対
応

を
可
能
に
し
た
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。

八
巻
は
、
設
立
間
も
な
い
ボ
イ
ジ
ャ
ー
で
電
子
本
の
編
集
を
手
伝
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
日
本
語
版
エ
キ
ス

パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
過
程
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
体
験
し
て
い
た
。
富
田
の

場
合
は
、
電
子
本
の
書
評
の
仕
事
で
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
の
こ
と
を
知
り
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
と
機
能
に
魅
か
れ
、
九
三
年
に
は
日
本
語
版
を
開
発
中
の
ボ
イ
ジ
ャ
ー
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
富
田
は
九
五
年
に
同
社
か
ら
電
子
本
『
パ
ソ
コ
ン
創
世
記
』
を
刊
行
し
て
い
る
。

当
時
の
ボ
イ
ジ
ャ
ー
は
、
電
子
出
版
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
の
サ
ロ
ン
と
化
し
て
い
た
。
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ

ッ
ク
に
可
能
性
を
求
め
る
電
子
本
作
家
や
編
集
者
が
集
ま
り
、
ま
た
、
出
版
社
や
印
刷
会
社
か
ら
も
注
視
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
社
長
の
萩
野
正
昭
自
身
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
ソ
フ
ト
会
社
に
い
る
と
き
に
、
米
国
ボ

イ
ジ
ャ
ー
社
の
創
業
者
ボ
ブ
・
ス
タ
イ
ン
と
出
会
い
、
そ
の
〝
拡
張
す
る
本
〞
に
魅
せ
ら
れ
て
、
会
社
の
同
僚

三
人
と
ボ
イ
ジ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
た
の
だ
っ
た
。

野
口
は
、
萩
野
が
独
立
す
る
前
の
会
社
の
部
下
だ
っ
た
。
萩
野
の
目
に
は
、
ま
だ
高
嶺
の
花
だ
っ
た
マ
ッ
キ

ン
ト
ッ
シ
ュ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
買
い
込
み
、
業
務
外
に
何
や
ら
や
っ
て
い
る
奇
妙
な
若
者
と
映
っ
て
い
た
ら

し
い
。
そ
の
野
口
も
萩
野
に
誘
わ
れ
て
、
九
四
年
五
月
に
は
ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
社
員
と
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
九
七
年
二
月
、
青
空
文
庫
開
設
の
契
機
が
訪
れ
た
。
富
田
が
『
本
の
未
来
』（
ア
ス
キ
ー
出
版
局
）
を

出
版
す
る
と
き
、
野
口
は
そ
の
制
作
を
手
伝
っ
た
。
紙
の
本
で
あ
る
『
本
の
未
来
』
を
全
文
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ

ッ
ク
化
し
て
、
付
録
の
Ｃ
Ｄ̶

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
め
る
の
が
野
口
の
仕
事
だ
っ
た
。

あ
る
と
き
野
口
は
、
長
文
の
テ
キ
ス
ト
を
公
開
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
知
ら
な
い
か
と
富
田
に
尋
ね
た
。

エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
に
ウ
ェ
ブ
上
の
テ
キ
ス
ト
を
流
し
込
む
機
能
が
付
い
た
の
で
、
そ
の
中

に
入
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
欲
し
か
っ
た
の
だ
。

佐
藤 

惣
之
助

「
荒
磯
の
興
味
」

里
村 

欣
三

「
苦
力
頭
の
表
情
」等
二
篇

サマン 

アルベール

「
ク
サ
ン
チ
ス
」

沢
田 

正
二
郎

「
私
の
竜
之
助
感
」

三
遊
亭 

円
朝

「
塩
原
多
助
旅
日
記
」「
真
景
累
ヶ
淵
」

「
文
七
元
結
」等
一
四
篇

ジェファーソン 

トマス

「
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
」

柴
田 

流
星

「
残
さ
れ
た
る
江
戸
」

島
木 

健
作

「
鰊
漁
場
」等
六
篇

島
木 

赤
彦

「
諏
訪
湖
畔
冬
の
生
活
」

島
崎 

藤
村

「
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」「
破
戒
」

「
夜
明
け
前
」等
三
七
篇

島
田 

清
次
郎

「
地
上
」等
二
篇

島
村 

抱
月

「
序
に
代
え
て
人
生
観
上
の
自
然
主
義
を
論
ず
」

清
水 

紫
琴

「
移
民
学
園
」等
一
三
篇

下
村 
湖
人

「
次
郎
物
語
」等
五
篇

下
村 

千
秋

「
旱
天
実
景
」等
二
篇

十一谷 

義
三
郎

「
青
草
」等
二
篇

シュニッツレル 

アルツ
ール

「
ア
ン
ド
レ
ア
ス・タ
ア
マ
イ
エ
ル
が
遺
書
」

素
木 

し
づ

「
三
十
三
の
死
」等
一一
篇

白
鳥 

庫
吉

「『
尚
書
』の
高
等
批
評
」

白
柳 

秀
湖

「
駅
夫
日
記
」

新
青
年
編
輯
局

ド
イ
ル「
臨
時
急
行
列
車
の
紛
失
」訳

ス
ウィフ
ト 

ジョナ
サン

「
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
」

末
弘 

厳
太
郎

「
役
人
学
三
則
」等
二
篇

須
川 

邦
彦

「
無
人
島
に
生
き
る
十
六
人
」

菅
原
孝
標
女 

「
更
級
日
記
」

杉
田 

久
女

「
大
正
女
流
俳
句
の
近
代
的
特
色
」等
七
篇

鈴
木 

梅
太
郎

「
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
研
究
の
回
顧
」

島
崎
藤
村
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ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
た
「
山
月
記
」

富
田
か
ら
、
岡
島
昭
浩
福
井
大
学
助
教
授
（
当
時
）
の
「
日
本
文
学
等
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
」
の
サ
イ
ト
を
教

え
て
も
ら
っ
た
野
口
は
、
早
速
ア
ク
セ
ス
し
て
み
た
。

国
語
学
者
の
岡
島
が
公
開
し
て
い
た
の
は
、
古
典
文
学
を
は
じ
め
著
作
権
の
保
護
期
間
の
過
ぎ
た
国
文
学
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
岡
島
自
身
が
入
力
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
他
大
学
の
研
究
室
に
リ
ン
ク
を
張
っ
て
公
開
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
公
開
作
品
一
覧
表
に
は
、
あ
ま
り
文
学
に
馴
染
み
の
な
か
っ
た
野
口
で
さ
え
知
っ
て
い

る
作
家
の
名
前
が
並
ん
で
い
た
。
芥
川
龍
之
介
、
森
鷗
外
、
夏
目
漱
石
…
…
。
高
校
生
の
こ
ろ
、
国
語
の
教
科

書
で
読
ん
で
印
象
深
か
っ
た
中
島
敦
の
「
山
月
記
」
も
あ
っ
た
。

野
口
は
驚
い
た
。
著
作
権
の
保
護
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
に
し
て
も
、
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
て
い
い
も
の
だ
ろ

う
か
。
富
田
に
聞
く
と
、
グ
レ
ー
な
部
分
も
あ
る
が
問
題
は
な
い
と
言
う
。
そ
こ
か
ら
話
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
電
子
図
書
館
に
及
ん
だ
。

米
国
で
は
七
一
年
に
、
当
時
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
学
生
だ
っ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
著
作
権
の
切
れ
た
名
作
・
古
典
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
分
野
の
文
書
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
電
子
化
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
と
い
う
活
動
だ
。
そ

の
う
ち
日
本
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
よ
う
な
電
子
図
書
館
づ
く
り
が
動
き
だ
す
だ
ろ
う

―

富
田
の
話
は
、
野
口
を
喜
ば
せ
た
。

野
口
は
、
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
使
っ
た
電
子
図
書
館
の
可
能
性
を
見
出
し
た
。
そ
の
構
想
を
富
田
に
話

す
と
、
実
行
す
る
な
ら
自
分
も
加
え
て
欲
し
い
と
返
さ
れ
た
。
八
巻
、
ら
ん
む
ろ
に
も
、
こ
の
構
想
を
伝
え
る
と
、

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
返
事
が
き
た
。
横
浜
で
四
人
が
集
ま
っ
た
日
の
、
ひ
と
月
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら

の
反
応
に
意
を
強
く
し
た
野
口
は
、
岡
島
に
テ
キ
ス
ト
提
供
依
頼
の
メ
ー
ル
を
す
る
。

「
私
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
図
書
館
を
開
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
自
由
に
電

子
本
〝
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〞
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
上
で
読
め

る
よ
う
に
し
た
い
の
で
す
」

岡
島
か
ら
快
諾
の
メ
ー
ル
が
来
た
。
条
件
は
、
テ
キ
ス
ト
の
入
力
者
を
明
示
す
る
こ
と
の
み
。
野
口
は
、
す

ぐ
に
「
山
月
記
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
化
し
て
電
子
図
書
館
の
見
本
ペ
ー
ジ
を
作
成
、

自
ら
の
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
し
た
。
富
田
た
ち
三
人
は
、
こ
れ
を
事
前
に
目
に
し
て
か
ら
〝
横
浜
会
議
〞
に
臨
ん

だ
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
青
空
文
庫
」
開
設
に
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
。

初
め
の
一
歩
は
五
冊
の
蔵
書

二
葉
亭
四
迷
「
余
が
言
文
一
致
の
由
来
」、
森
鷗
外
「
高
瀬
舟
」、
与
謝
野
晶
子
「
み
だ
れ
髪
」（
明
治
三
四
年
版
と

昭
和
八
年
版
）、
中
島
敦
「
山
月
記
」―

野
口
は
、
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
化
し
た
こ
の
五
作
品
と
と
も
に
、
電

子
図
書
館
の
仮
サ
イ
ト
を
五
月
末
ま
で
に
つ
く
り
あ
げ
る
。
も
と
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
す
べ
て
岡
島
の
サ
イ

ト
に
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
野
口
の
所
属
す
る
ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
ド
メ
イ
ン
内
に
置
い
た
。
い
わ
ば
会
社

公
認
で
社
屋
の
一
室
を
開
放
し
て
、
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
書
棚
を
設
け
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し

て
も
五
冊
は
少
な
い
。
け
れ
ど
、
こ
う
し
て
青
空
文
庫
は
正
式
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
さ
ら
に
歩
を
進
め
た
。

同
じ
こ
ろ
富
田
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
青
空
文
庫
で
何
を
目
指
し
て
い
る
か
」
を
文
章
化
す
る
作
業
に
取
り
組
ん

だ
。
こ
の
文
章
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
朧
気
な
電
子
図
書
館
計
画
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
方
向
性
が
示
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
当
時
は
青
空
文
庫
を
〝
道
し
る
べ
〞
と
す
る
構
想
も
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、

た
く
さ
ん
の
人
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
っ
て
自
分
の
作
品
を
公
開
し
は
じ
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
作
品
の
在

り
処
を
青
空
文
庫
で
示
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は
、
富
田
が
野
口
に
問
わ
れ
て
、
ネ
ッ
ト
上
に
長
文
テ
キ
ス
ト

鈴
木
行
三

三
遊
亭
円
朝「
真
景
累
ヶ
淵
」校
訂
、等
一二
篇

鈴
木 

三
重
吉

「
古
事
記
物
語
」「
湖
水
の
女
」

「
大
震
火
災
記
」等
二
五
篇

薄
田 

泣
菫

「
艸
木
虫
魚
」等
三
六
篇

ス
ティー
ブンソン 

ロバー
ト・ル
イス

「
ジ
ー
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
の
怪
事
件
」

ス
トック
トン 

フ
ランシス・リ
チャー
ド

「
幽
霊
の
移
転
」

ス
ト
リン
ドベリ 

ア
ウ
グス
ト

「
真
夏
の
夢
」

関 

寛
「
関
牧
塲
創
業
記
事
」等
三
篇

関
根 

金
次
郎

「
本
因
坊
と
私
」等
三
篇

瀬
沼 

夏
葉

 

チェ
ー
ホ
フ「
六
号
室
」訳

相
馬 

愛
蔵

「
私
の
小
売
商
道
」等
二
篇

相
馬 

黒
光

「
一
商
人
と
し
て
」

相
馬 

泰
三

「
六
月
」

添
田 

啞
蟬
坊

「
乞
は
な
い
乞
食
」

た高
神 

覚
昇

「
般
若
心
経
講
義
」

高
田 

保

「
貸
家
を
探
す
話
」等
二
篇

鷹
野 

つ
ぎ

「
草
藪
」等
四
篇

高
村 

光
雲

「
幕
末
維
新
懐
古
談
」等
八
〇
篇

高
村 

光
太
郎

「
智
恵
子
抄
」等
三
一
篇

高
山 

樗
牛

「
滝
口
入
道
」等
五
篇

竹
内 

勝
太
郎

「
淡
路
人
形
座
訪
問
」

武
田 

麟
太
郎

「
日
本
三
文
オ
ペ
ラ
」等
七
篇

竹
久 

夢
二

「
ど
ん
た
く
」「
砂
が
き
」「
春
」等
二
七
篇

太
宰 

治

「
斜
陽
」「
人
間
失
格
」「
富
嶽
百
景
」等
二
一二
篇

田
沢 

稲
舟

「
五
大
堂
」

立
原 

道
造

「
優
し
き
歌
」等
四
篇

田
中 

貢
太
郎

「
日
本
天
変
地
異
記
」等
一一
四
篇

「
貸
家
を
探
す
話
」等
二
篇

太
宰
治（
撮
影
＝
田
村
茂
）
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を
探
し
回
っ
た
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
構
想
だ
っ
た
。
そ
し
て
実
際
、
そ
ん
な
サ
イ
ト
を
見
つ
け
て
は
青
空
文
庫

へ
の
登
録
を
依
頼
す
る
作
業
を
地
道
に
行
な
っ
て
い
っ
た
。

人
と
人
の
出
会
い
が
あ
り
、
点
と
点
が
結
ば
れ
て
い
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

ま
た
一
つ
、
こ
こ
に
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

２　
開
館
し
た
青
空
文
庫―

や
っ
て
来
た
人
の
チ
カ
ラ
で

青
空
文
庫
の
提
案

九
七
年
八
月
に
入
っ
て
、
青
空
文
庫
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
示
す
〔
青
空
文
庫
の
提
案
〕
が
七
月
七
日
付
け
で
公
開

さ
れ
た
。
文
末
に
は
「
呼
び
か
け
人
」
と
し
て
、〝
横
浜
会
議
〞
の
四
人
の
名
前
が
並
ん
だ
。
九
月
に
は
青
空
文
庫

の
ア
ド
レ
ス
も
、
そ
れ
ま
で
暫
定
的
に
使
っ
て
い
た
野
口
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
、
専
用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
移
さ
れ
、「
青
空
文

庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
が
正
式
に
始
ま
る
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、青
空
文
庫
の
提
案
か
ら
冒
頭
二
行
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

電
子
出
版
と
い
う
新
し
い
手
立
て
を
友
と
し
て
、
私
た
ち
は
〈
青
空
の
本
〉
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

青
空
の
本
を
集
め
た
、〈
青
空
文
庫
〉
を
育
て
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
空
文
庫
で
は
、
公
式
な
〝
誕
生
日
〞
を
九
七
年
七
月
七
日
と
し
て
い
る
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
産
声
と
し
て
、

青
空
文
庫
が
育
っ
て
い
っ
た
か
ら
だ
。最
初
の
五
冊
の
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
、登
録
日
を
こ
の
七
月
七
日
と
し
た
。

開
館
に
あ
た
っ
て
、
呼
び
か
け
人
た
ち
は
、
い
く
つ
か
の
ル
ー
ル
を
設
け
た
。
著
作
権
法
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
保
護
期
間
の
終
了
し
た
作
家
の
作
品
と
、
た
と
え
保
護
期
間
内
で
も
作
家
が
「
金
銭
的
な
見
返
り
を
求
め

な
い
」
と
決
め
て
公
開
す
る
作
品
、
こ
の
二
つ
が
〈
青
空
の
本
〉
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、〝
蔵
書
〞
の
形
式
は
エ

キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
版
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
一
般
的
な
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
版
、
電
子
テ
キ
ス

ト
の
基
本
で
も
あ
る
テ
キ
ス
ト
版
の
三
つ
と
す
る
よ
う
務
め
る
こ
と
。

時
の
流
れ
と
と
も
に
、
こ
の
ル
ー
ル
に
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
が
あ
る
。
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
版
は
、

一
企
業
の
成
果
物
で
あ
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
将
来
も
有
効
で
あ
る
保
証
が
な
い
こ
と
、
読
む
の
に
便
利
な
テ
キ

ス
ト
ビ
ュ
ワ
ー
（
閲
覧
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
が
各
種
で
き
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
二
〇
〇
二
年
五
月
、
新
規
作
成

を
中
止
し
た
。
併
せ
て
、
ル
ビ
付
き
・
ル
ビ
な
し
両
方
で
作
成
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
を
ル
ビ
付
き
だ
け
と
し
、

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
版
は
新
規
登
録
作
品
よ
り
Ｘ
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
版
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
で
、〝
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ

ッ
ク
図
書
館
〞
と
い
う
当
初
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
な
り
、新
た
な
電
子
図
書
館
像
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
開
館
当
初
は
、
著
作
権
切
れ
の
〈
青
空
の
本
〉
と
著
作
者
自
身
が
公
開
を
望
む
著
作
権
存
続
中
の
〈
青

空
の
本
〉
の
収
蔵
作
業
は
車
の
両
輪
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
後

者
の
新
し
い
収
蔵
は
諸
般
の
事
情
で
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
る
。

青
空
文
庫
工
作
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

青
空
文
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
最
初
に
で

き
た
コ
ー
ナ
ー
は
、
九
七
年
一
〇
月
開
設

の
〔
そ
ら
も
よ
う
〕
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、

青
空
文
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
載
せ
る
た

め
の
も
の
で
、
一
〇
月
以
前
の
主
要
な
出

田
中 

早
苗

モ
ー
リ
ス「
或
る
精
神
異
常
者
」訳

田
中 

正
造

「
直
訴
状
」等
五
篇

田
中 

英
光

「
オ
リ
ン
ポ
ス
の
果
実
」等
三
篇

谷 

譲
次

「
踊
る
地
平
線
」等
一
三
篇

種
田 

山
頭
火

「
草
木
塔
」等
二
篇

田
畑 

修一郎

「
石
こ
ろ
路
」等
七
篇

田
村 

松
魚

「
田
村
松
魚
の
言
葉
」

田
村 

俊
子

「
木
乃
伊
の
口
紅
」

田
山 

花
袋

「
田
舎
教
師
」

「
重
右
衛
門
の
最
後
」

「
蒲
団
」等
一
五
篇

談
洲
楼 

燕
枝　
二
代

「
燕
枝
芸
談
」

ダンテ 

ア
リ
ギエ
リ

「
神
曲
」等
三
篇

チェー
ホフ 

アン
トン

「
六
号
室
」等
三
篇

チェス
タ
ー
トン 

ギルバー
ト・キ
ース

「
金
の
十
字
架
の
呪
い
」等
三
篇

近
松 
秋
江

「
う
つ
り
香
」等
九
篇

知
里 

幸
恵

「
日
記
」

チ
リコフ 

オ
イ
ゲン

「
板
ば
さ
み
」

陳 

玄
祐

「
倩
娘
」

塚
原 

渋
柿
園

「
兵
馬
倥
偬
の
人
」

辻 

潤
「
浮
浪
漫
語
」等
一
三
篇

辻
村 

伊
助

「
登
山
の
朝
」

辻
村 

も
と
子

「
早
春
箋
」

土
田 

杏
村

「
私
の
書
斎
」等
二
篇

綱
島 

梁
川

「
国
民
性
と
文
学
」等
二
篇

坪
内 

逍
遥

「
十
歳
以
前
に
読
ん
だ
本
」等
二
篇

津
村 

信
夫

「
猟
人
」等
三
篇

ツル
ゲ
ー
ネ
フ 

イ
ワン

「
あ
い
び
き
」

ディケン
ズ 

チャール
ズ

「
ク
リ
ス
マ
ス・カ
ロ
ル
」等
三
篇

田
山
花
袋

チ
ェ
ー
ホ
フ

坪
内
逍
遥

デ
ィ
ケ
ン
ズ

「
ク
リ
ス
マ
ス・カ
ロ
ル
」初
版
本

（
挿
絵
＝

）
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来
事
も
書
き
込
ん
だ
う
え
で
、
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
翌
一
一
月
に
は
、
掲
示
板
〔
み
ず
た
ま
り
〕
が
で
き
た
。

富
田
た
ち
が
特
に
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、
同
年
一
二
月
に
ア
ッ
プ
し
た
〔
青
空
文
庫
工
作
員
マ

ニ
ュ
ア
ル
〕
で
あ
る
。「
工
作
員
」
と
は
、〈
青
空
の
本
〉
の
入
力
や
校
正
、
フ
ァ
イ
ル
作
成
な
ど
を
行
な
う
人

た
ち
の
こ
と
で
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
入
力
と
校
正
の
作
業
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
手
引
き
書
だ
。

最
初
、
こ
う
し
た
作
業
は
、〝
横
浜
会
議
〞
に
参
加
し
た
四
人
だ
け
で
、
手
分
け
し
て
行
な
う
つ
も
り
だ
っ
た
。

章
立
て
、
字
下
げ
、
ル
ビ
の
付
け
方
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
入
力
方
法
は
、
そ
の
つ
ど
取
り
決
め
て
い
く
予
定
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
試
し
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
入
力
・
校
正
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
」
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
、

手
を
挙
げ
て
く
れ
る
人
が
現
れ
た
。
そ
う
な
る
と
、
統
一
し
た
入
力
方
法
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
呼
び
か
け

人
た
ち
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
は
避
け
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。

そ
ん
な
こ
ろ
、
視
覚
障
碍
者
読
書
支
援
協
会
の
関
係
者
か
ら
、
青
空
文
庫
に
リ
ン
ク
し
た
旨
の
メ
ー
ル
が
届

い
た
。
同
協
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
電
子
テ
キ
ス
ト
化
に
取
り
組
み
、
入
力
さ
れ
た
基
本
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
拡
大
写
本
や
点
字
本
の
制
作
、
本
の
音
声
化
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
同
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
野
口
は
、
青
空
文
庫
の
テ
キ
ス
ト
入
力
方
法
を
同
じ
も
の
に
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
同

じ
に
す
れ
ば
、
青
空
文
庫
の
テ
キ
ス
ト
を
協
会
で
も
使
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

野
口
は
、
東
京
の
田
町
で
開
か
れ
て
い
た
勉
強
会
に
参
加
し
、
会
員
用
の
『
原
文
入
力
ル
ー
ル
』
を
貰
う
。

九
四
年
の
初
版
以
降
、
試
行
錯
誤
の
な
か
で
改
訂
新
版
を
重
ね
て
き
た
労
作
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
冊
子
を

参
考
に
し
て
、〔
青
空
文
庫
工
作
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
〕
を
作
成
し
た
の
だ
っ
た
。
以
降
、
こ
ち
ら
も
、
改
版
を
重
ね

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
、
ル
ビ
を
《　

》
内
に
入
力
す
る
形
式
を
「
青
空
文
庫
ル
ビ
形
式
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
こ

れ
も
同
協
会
の
入
力
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
た
も
の
だ
か
ら
、「
視
覚
障
碍
者
読
書
支
援
協
会
ル
ビ
形
式
」
と
呼
ぶ
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。

来
館
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

青
空
文
庫
は
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
と
の
関
わ
り
か
ら
、
電
子
出
版
に
興
味
を
持
つ
人
た
ち
か
ら
は
そ
れ
な
り
に
注

目
さ
れ
て
い
た
。
開
館
前
か
ら
富
田
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
構
想
を
語
り
、
開
館
直
後
に
は
ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
萩
野

が
編
集
人
に
名
を
連
ね
る
『
季
刊　

本
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』
で
紹
介
さ
れ
た
。
以
降
、
主
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
系

の
雑
誌
に
た
び
た
び
登
場
す
る
。

九
七
年
一
一
月
読
売
、
同
年
一
二
月
日
経
、
九
八
年
三
月
読
売
、
同
年
一
二
月
産
経
…
…
と
、
新
聞
に
も
青

空
文
庫
の
紹
介
記
事
が
載
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
つ
ど
ア
ク
セ
ス
数
が
増
え
、

い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
人
た
ち
が
青
空
文
庫
を
訪
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

〔
青
空
文
庫
の
提
案
〕
に
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、
パ
ソ
コ
ン
に
さ
ほ
ど
明
る
く
な
い
人
た
ち
も
、
著
作

権
切
れ
の
〈
青
空
の
本
〉
づ
く
り
を
申
し
出
て
き
た
。
そ
れ
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
役
に
立
っ
た
。

プ
ロ
の
校
正
者
や
編
集
者
、
現
役
の
国
語
教
師
も
工
作
員
に
志
願
し
て
き
た
。
ま
た
、
呼
び
か
け
人
の
働
き

か
け
で
、
作
家
、
詩
人
、
芸
術
家
た
ち
も
自
分
の
作
品
を
〈
青
空
の
本
〉
と
し
て
棚
へ
納
め
に
や
っ
て
き
た
。

高
校
一
年
生
の
少
年
が
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
短
編
を
自
分
で
翻
訳
し
て
寄
こ
し
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
少
年
、
大
久
保
ゆ
う
は
大
学
進
学
後
、「
京
都
大
学
電
子
テ
ク
ス
ト
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
工
作
員
の
ユ

ニ
ッ
ト
化
と
い
う
形
で
入
力
・
校
正
作
業
の
効
率
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
に
明
る
い
ど
こ
ろ
か
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
こ
な
せ
る
人
も
青
空
文
庫
に
出
入
り
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
電
子
出
版
の
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
青
空
文
庫
を
き
っ
か
け
に
、
電
子
テ
キ
ス
ト
作
成
時
の
ツ

ー
ル
や
そ
の
〝
読
書
〞
の
利
便
化
を
図
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
つ
く
り
あ
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
現
れ
た
こ
と
は

特
筆
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

デ
カル
ト 

ル
ネ

「
省
察
」

手
塚 

寿
郎

ワ
ル
ラ
ス「
純
粋
経
済
学
要
論
」訳

テニソン 

アル
フレッド

「
シ
ャ
ロ
ッ
ト
の
妖
姫
」

デ
フォー 

ダニエル

「
ヴ
ィ
ー
ル
夫
人
の
亡
霊
」

寺
島 

柾
史

「
怪
奇
人
造
島
」

寺
田 

寅
彦

「
柿
の
種
」等
二
八
四
篇

土
井 

晩
翠

「
漱
石
さ
ん
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
」等
五
篇

ド
イル 

ア
ー
サ
ー・コナン

「
グ
ロ
リ
ア・ス
コ
ッ
ト
号
」等
一
〇
篇

ド・ヴィルヌ
ー
ヴ 

ガ
ブ
リエル=

シュザンヌ・バル
ボ

「
ラ・ベ
ル
と
ラ・ベ
ー
ト（
美
し
姫
と
怪
獣
）」

峠 

三
吉

「
原
爆
詩
集
」

ド
ー
デ 

アル
フォンス

「
村
の
学
校（
実
話
）」

戸
川 

秋
骨

「
道
学
先
生
の
旅
」

戸
川 

明
三

小
泉
八
雲「
耳
無
芳
一の
話
」訳
、等
三
篇

徳
田 

秋
声

「
あ
ら
く
れ
」「
黴
」「
縮
図
」等
一
八
篇

徳
冨 
蘆
花

「
不
如
帰　
小
説
」「
み
み
ず
の
た
は
こ
と
」等
九
篇

戸
坂 

潤

「
科
学
的
精
神
と
は
何
か
」等
一
七
篇

ドス
トエフス
キ
ー 

フィヨ
ー
ドル・

ミハイロ
ヴィチ

「
鱷
」

富
田 

木
歩

「
小
さ
な
旅
」

豊
島 

与
志
雄

「
野
ざ
ら
し
」「
山
吹
の
花
」

ユ
ゴ
ー「
レ・ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」訳
、等
一
九
七
篇

ド・ラ・ラメ
ー 

マリ
ー・ル
イ
ー
ズ

「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」

トルス
ト
イ 

レ
オ

「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」等
二
篇

な内
藤 

湖
南

「
卑
弥
呼
考
」等
三
五
篇

直
木 

三
十
五

「
南
国
太
平
記
」等
一
九
篇

中
井 

正一

「
二
十
世
紀
の
頂
に
お
け
る
図
書
館
の
意
味
」等
二
六
篇

長
岡 

半
太
郎

「
物
理
学
革
新
の
一つ
の
尖
端
」等
三
篇

永
崎 

貢

「
組
合
旗
を
折
る
」

ド
イ
ル

ト
ル
ス
ト
イ

020 ‒
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青
空
文
庫
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
ま
ざ
ま
な
興
味
や
技
術
を
持
っ
た
人
た
ち
が
来
館
し
、
そ
の
な
か
に
は
工
作
員
と
し
て
活
動
に
参
加
す
る

人
も
い
れ
ば
、
外
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
青
空
文
庫
に
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
人
も
現
れ
る
。
ま
た
、〝
世
話
人
〞

と
し
て
青
空
文
庫
の
運
営
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
る
人
も
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
情
報
の
交
換
の
場
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
は
、
青
空
文
庫
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
を
開
設
し
た
。
こ
れ
を
使
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
入
力
、
校
正
時
の
疑
問
点
だ
け
で
は
な
く
、
青
空
文
庫
の
運

営
に
関
し
て
も
協
議
さ
れ
る
。
青
空
文
庫
と
し
て
統
一
し
た
見
解
を
出
す
と
き
は
、
必
ず
こ
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
で
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
開
設
の
こ
ろ
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
青
空
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
る
作
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
だ
っ
た
。
青
空
文
庫
の
蔵
書
数
が
飛
躍
的
に
増
え
は
じ

め
た
た
め
に
、
作
品
の
管
理
を
手
作
業
で
行
な
う
こ
と
に
無
理
が
生
じ
て
き
た
の
だ
。

ま
ず
野
口
が
基
本
構
造
を
考
え
、
そ
の
後
、
富
田
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
業
と
す
る
Ｌ
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ａ
Ｔ
が
中
心
と
な
っ
て
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
討
議
し
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
手
を
借
り
て
二
〇
〇
二
年
秋

に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
作
品
登
録
・
管
理
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
や

図
書
カ
ー
ド
も
自
動
的
に
生
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
伴
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
整
備
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
〝
つ
く
り
〞
に
な
っ
た
。
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
置
か
れ
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
だ
け
で
二
五
を
越
す
。

「
メ
イ
ン
エ
リ
ア
」
は
、図
書
館
で
言
え
ば
書
架・閲
覧
室
の
部
分
。「
掲
示
板
」「
青
空
文
庫・別
館
」「
資
料
室
」
に
は
、

来
館
し
て
常
連
に
な
っ
た
人
や
側
面
か
ら
支
援
し
よ
う
と
い
っ
た
人
た
ち
が
開
設
し
て
き
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
図
書
館
「
青
空
文
庫
」
の
特
色

青
空
文
庫
の
蔵
書
は
、
日
々
増
え
つ
づ
け
て
い
る
。
現
在
の
来
館
者
は
、
ス
タ
ー
ト
時
が
わ
ず
か
五
冊
だ
っ

た
こ
と
な
ど
想
像
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
作
品
数
が
一
〇
〇
〇
を
越
え
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
〇
三
年
九

月
に
は
三
〇
〇
〇
を
越
え
、
青
空
文
庫
満
七
歳
の
誕
生
月
に
あ
た
る
〇
四
年
七
月
に
は
四
〇
〇
〇
を
越
え
た
。

〇
五
年
七
月
七
日
に
は
四
七
〇
六
を
数
え
る
。

青
空
文
庫
の
利
用
者
が
多
い
の
は
、
単
純
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
図
書
館
に
優
位
な
点
が
多
い
か
ら
だ
ろ

う
。
わ
ざ
わ
ざ
出
向
く
必
要
が
な
い
、
閉
架
や
貸
し
出
し
中
の
本
が
な
い
、
検
索
機
能
を
利
用
し
て
調
べ
も
の

が
で
き
る
な
ど
、
そ
の
利
点
は
数
多
く
存
在
す
る
。

ま
た
、
日
本
語
を
表
示
で
き
る
環
境
が
あ
れ
ば
、
海
外
に
い
て
も
利
用
で
き
る
こ
と
も
利
点
の
一
つ
だ
。
た

と
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
青
年
海
外
協
力
隊
員
が
、「
日
本
語
の
本
」
を
読
み
た
い
が
た
め
に
青
空

文
庫
を
利
用
し
た
り
す
る
。
青
空
文
庫
の
読
書
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
な
く
な
っ
て
、
外
国
滞
在
中
に
入
力
・
校

正
を
行
な
う
人
も
い
る
。

３　
青
空
文
庫
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題―

考
え
つ
づ
け
な
が
ら
、
継
続
し
て
い
く

お
金
と
人
を
め
ぐ
る
問
題

青
空
文
庫
は
、
来
館
者
か
ら
お
金
を
取
ら
な
い
。
こ
れ
も
最
初
に
取
り
決
め
た
ル
ー
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、

入
力
や
校
正
が
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
サ
ー
バ
ー
の
使
用
料
や
図
書
費
、
事
務
用
品
等

の
消
耗
品
代
な
ど
毎
月
の
出
費
が
あ
る
。
ま
た
、
一
定
の
責
任
を
持
っ
て
管
理
・
運
営
に
当
た
る
者
が
必
要
に

中
里 

介
山

「
大
菩
薩
峠
」等
四
六
篇

中
島 

敦

「
山
月
記
」「
名
人
伝
」「
李
陵
」等
二
六
篇

中
島 

孤
島

グ
リ
ム「
杜
松
の
樹
」訳
、等
二
篇

長
塚 

節

「
土
」等
三
二
篇

中
戸
川 

吉
二

「
イ
ボ
タ
の
虫
」

中
浜 

哲

「
杉
よ
！　
眼
の
男
よ
！
」

中
原 

中
也

「
在
り
し
日
の
歌
」「
山
羊
の
歌
」等
五
篇

夏
目 

漱
石

「
こ
こ
ろ
」「
三
四
郎
」「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」等
一
〇
〇
篇

南
部 

修
太
郎

「
阿
片
の
味
」等
二
〇
篇

新
美 

南
吉

「
お
じ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」「
久
助
君
の
話
」

「
ご
ん
狐
」等
六
三
篇

西
尾 

正

「
陳
情
書
」等
二
篇

西
田 

幾
多
郎

「
善
の
研
究
」等
一一
篇

仁
科 

芳
雄

「
日
本
再
建
と
科
学
」等
五
篇

新
渡
戸 

稲
造

「
教
育
の
目
的
」

日
本
童
話
研
究
会

ア
ミ
ー
チ
ス「
母
を
尋
ね
て
三
千
里
」訳

野
上 

豊一郎

「
西
洋
見
学
」等
一
七
篇

野
口 

雨
情

「
青
い
眼
の
人
形
」等
一
三
篇

野
口 

米
次
郎

「
能
楽
論
」

野
呂 

栄
太
郎

「
名
人
上
手
に
聴
く
」等
一
七
篇

はバー
ネット 

フ
ランシス・ホジソン・エ
リ
ザ

「
小
公
女
」

ハイ
ヤ
ーム 

オマル

「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」

萩
原 

朔
太
郎

「
青
猫
」「
月
に
吠
え
る
」「
猫
町
」等
三
一
篇

橋
本 

五
郎

「
地
図
に
な
い
街
」等
二
篇

橋
本 

進
吉

「
古
代
国
語
の
音
韻
に
就
い
て
」等
三
篇

長
谷
川 

時
雨

「
旧
聞
日
本
橋
」等
四
二
篇

波
多
野 

精一

「
時
と
永
遠
」

浜
尾 

四
郎

「
殺
人
鬼
」等
五
篇
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夏
目
漱
石

（
撮
影
＝
小
川
一
真
）

新
渡
戸
稲
造

「
青
い
眼
の
人
形
」等
一
三
篇

野
口
雨
情

萩
原
朔
太
郎

【
中
里
介
山
】▼
▼
▼



な
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
経
費
は
ど
の
よ
う
に
捻
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

青
空
文
庫
の
収
入
は
、現
状
で
は
青
空
文
庫
上
の
バ
ナ
ー
広
告
の
掲
載
料
の
み
。
サ
ー
バ
ー
の
使
用
料
な
ど
は
、

こ
こ
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
人
件
費
が
出
せ
る
ほ
ど
の
収
入
は
な
い
し
、
も
と
も
と
管
理
・

運
営
に
対
し
て
お
金
を
支
払
う
体
制
を
と
っ
て
は
い
な
い
。
現
在
、管
理
・
運
営
に
当
た
る
の
は
、七
、八
名
ほ
ど
。

主
宰
者
と
み
な
さ
れ
る
ほ
ど
青
空
文
庫
の
顔
と
な
っ
て
い
る
創
設
メ
ン
バ
ー
の
富
田
。「
点
検
部
屋
」
と
呼
ば
れ

る
、
入
力
・
校
正
済
み
フ
ァ
イ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
部
門
を
担
当
す
る
門
田
裕
志
と
小
林
繁
雄
。
入
力
・
校
正
者
の

受
付
担
当
と
な
っ
て
い
る
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｔ
。
他
に
、〔
む
し
と
り
あ
み
〕
で
誤
植
の
判
定
を
す
る
「
バ
グ
取
り

行
司
人
」
が
数
人
い
る
。
彼
ら
は
み
な
無
報
酬
で
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
青
空
文
庫
も
有
給
の
専
従
ス
タ
ッ
フ
を
置
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
発
端
は
、野
口
の
提
案
だ
っ
た
。

九
七
年
に
開
館
し
て
以
来
、
早
く
も
九
八
年
の
半
ば
に
は
、
工
作
員
へ
の
対
応
を
は
じ
め
と
し
て
、
青
空
文
庫

の
維
持
に
多
く
の
時
間
が
必
要
に
な
り
、作
品
の
登
録
が
滞
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
状
況
を
見
か
ね
て
、

富
田
ら
他
の
呼
び
か
け
人
に
、
自
分
が
専
従
と
な
っ
て
は
ど
う
か
と
持
ち
か
け
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
専
従

ス
タ
ッ
フ
は
欲
し
い
が
、
収
入
が
な
け
れ
ば
暮
ら
し
が
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
…
…
。

そ
う
し
た
な
か
、
富
田
が
中
心
に
な
っ
て
、「
ト
ヨ
タ
財
団
」
に
研
究
助
成
を
申
請
す
る
。
そ
れ
が
通
り
、
九

八
年
一
〇
月
か
ら
二
年
間
、
研
究
助
成
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
新
し
く
定
め
る
「
Ｊ

Ｉ
Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
」
に
か
か
る
調
査
。
申
請
は
研
究
目
的
に
あ
っ
た
が
、
助
成
金
を
運
営
費
に
回
す
こ
と
も
動

機
の
う
ち
だ
っ
た
。

野
口
は
ボ
イ
ジ
ャ
ー
を
退
職
し
、
青
空
文
庫
の
専
従
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
。
校
正
済
み
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
を

整
え
て
、
Ｚ
Ｉ
Ｐ
圧
縮
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
化
、
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
、
さ
ら
に
図
書
カ
ー
ド
作
成
、
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
作
成
、〔
そ
ら
も
よ
う
〕へ
の
告
知
…
…
。仕
事
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。工
作
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
応
え
る
こ
と
、

入
力
済
み
テ
キ
ス
ト
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
校
正
担
当
の
工
作
員
へ
発
送
す
る
こ
と
も
重
要
な
仕
事
だ
っ
た
。

専
従
に
な
っ
た
日
か
ら
、
野
口
は
毎
日
、
作
品
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
作
品
数
を
増
や
す
こ
と
が
、

何
よ
り
青
空
文
庫
の
知
名
度
を
高
め
る
と
考
え
た
か
ら
だ
っ
た
。
事
実
、
知
名
度
は
上
が
っ
て
い
き
、
工
作
員
の

志
願
者
も
比
例
し
て
増
え
て
い
っ
た
。
専
従
体
制
は
、
上
々
の
す
べ
り
だ
し
だ
っ
た
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
綻
び
は
じ
め
た
。
工
作
員
へ
の
応
対
が
次
第
に
野
口
の
負
担
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
日
々
た

く
さ
ん
の
見
知
ら
ぬ
人
と
の
メ
ー
ル
に
よ
る
〝
会
話
〞。
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
ス
レ
違
い
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

る
。
電
話
で
話
せ
た
ら
ど
れ
だ
け
楽
だ
ろ
う
。
メ
ー
ル
の
文
体
か
ら
も
、
声
の
抑
揚
で
分
か
る
よ
う
な
機
微
を
感

じ
取
れ
れ
ば
い
い
の
に
…
…
。翌
年
の
夏
に
は
、メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
の
野
口
の
不
調
を
き
っ
か
け
に
、呼
び
か
け
人
た
ち
は
、
お
金
と
人
の
問
題
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。

有
給
専
従
者
を
増
や
す
の
か
？　

そ
れ
を
望
ん
だ
と
し
て
果
た
し
て
で
き
る
の
か
？　

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
工
作
員
と
有
給
専
従
者
と
の
区
別
を
ど
う
す
る
の
か
？　

す
っ
き
り
し
た
答
え
は
出
な
か
っ
た
。

野
口
は
、
し
っ
か
り
し
た
基
礎
が
な
け
れ
ば
堅
牢
な
建
物
は
建
た
な
い
、
た
と
え
青
空
文
庫
を
〝
休
館
〞
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
も
、ま
ず
運
営
基
盤
を
確
立
さ
せ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、こ
れ
は
総
意
と
は
な
ら
ず
、

野
口
は
青
空
文
庫
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
の
基
本
構
造
を
つ
く
り
あ
げ
た
あ
と
、
専
従
を
降
り
る
。
二
〇

〇
二
年
八
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
前
後
し
て
、小
林
繁
雄
が
仕
事
を
辞
め
て
、青
空
文
庫
運
営
の
主
力
と
な
る
。
当
時
、

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
い
た
門
田
裕
志
も
、
青
空
文
庫
運
営
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

ゆ
る
ゆ
る
と
し
た
集
団
が
い
い

一
九
九
七
年
の
開
館
時
の
呼
び
か
け
人
は
、
横
浜
の
会
合
に
出
席
し
た
富
田
倫
生
、
野
口
英
司
、
八
巻
美
恵
、

ら
ん
む
ろ
・
さ
て
ぃ
の
四
人
。
そ
の
後
す
ぐ
に
、
絵
本
作
家
と
し
て
著
名
な
長
谷
川
集
平
が
加
わ
り
、
長
谷
川
の

関
係
か
ら
九
八
年
三
月
に
は
米
田
利
己
も
加
わ
っ
た
。
富
田
の
著
書
『
本
の
未
来
』
に
感
銘
を
受
け
た
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｃ
Ａ
Ｔ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
楽
（
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
）」
を
運
営
し
て
い
る
浜
野
智
が
加
わ
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。（
そ

浜
田 

青
陵

「
沖
縄
の
旅
」等
七
篇

林 

不
忘

「
丹
下
左
膳
」等
一
〇
篇

林 

芙
美
子

「
風
琴
と
魚
の
町
」「
清
貧
の
書
」

「
放
浪
記（
初
出
）」等
四
九
篇

葉
山 

嘉
樹

「
海
に
生
く
る
人
々
」等
九
篇

原 

勝
郎

「
東
山
時
代
に
お
け
る
一
縉
紳
の
生
活
」等
四
篇

原 

民
喜

「
壊
滅
の
序
曲
」「
夏
の
花
」「
廃
墟
か
ら
」等
五
二
篇

原
田 

皐
月

「
獄
中
の
女
よ
り
男
に
」

ビ
アス 

アン
ブロ
ー
ズ

「
妖
物
」

樋
口 

一葉

「
大
つ
ご
も
り
」「
た
け
く
ら
べ
」

「
に
ご
り
え
」等
一
七
篇

平
井 

肇
ゴ
ー
ゴ
リ「
狂
人
日
記
」訳
、等
三
篇

平
出 

修

「
逆
徒
」等
八
篇

平
田 

禿
木

「
趣
味
と
し
て
の
読
書
」

平
野 

万
里

「
晶
子
鑑
賞
」

平
林 
初
之
輔

「
山
吹
町
の
殺
人
」「
文
学
の
本
質
に
つ
い
て
」等
一
四
篇

平
山 

蘆
江

「
大
菩
薩
峠
芝
居
話
」

ヒルシュフェル
ド 
ゲ
オルヒ

「
防
火
栓
」

広
津 

柳
浪

「
今
戸
心
中
」等
二
篇

プ
ーシ
キン 

アレク
サン
ドル 
Ｓ

「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
」

福
沢 

諭
吉

「
瘠
我
慢
の
説
」等
一二
篇

福
田 

英
子

「
妾
の
半
生
涯
」等
二
篇

福
永 

渙
ガ
ン
ジ
ー「
ス
ワ
デ
シ
の
誓
」訳
、等
六
篇

藤
島 

武
二

「
画
室
の
言
葉
」

婦
人
文
化
研
究
会

ル
ブ
ラ
ン「
探
偵
小
説
ア
ル
セ
ー
ヌ・ル
パ
ン
」訳

二
葉
亭 

四
迷

「
余
が
言
文
一
致
の
由
来
」等
一一
篇

フ
ランス 

ア
ナ
ト
ール

「
バ
ル
タ
ザ
ア
ル
」等
二
篇

別
所 

梅
之
助

「
石
を
積
む
」

ペロ
ー 

シャルル

「
猫
吉
親
方
」等
四
篇
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葉
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の
後
、
呼
び
か
け
人
の
立
場
を
離
れ
る
者
も
あ
っ
た
。）

青
空
文
庫
に
は
呼
び
か
け
人
は
い
る
が
、
代
表
者
は
い
な
い
。
現
在
〝
世
話
人
〞
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
多
い

管
理
・
運
営
者
は
、
活
動
の
な
か
で
自
然
に
決
ま
っ
て
き
た
。
税
務
上
の
み
な
し
法
人
と
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

基
本
的
に
は
個
人
の
集
ま
り
で
あ
る
。
呼
び
か
け
人
た
ち
が
つ
く
っ
た
ル
ー
ル
は
あ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
任

意
団
体
が
定
め
る
よ
う
な
規
約
の
類
は
な
い
。
あ
え
て
言
え
ば
〔
青
空
文
庫
の
提
案
〕
を
憲
法
と
し
て
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
青
空
文
庫
運
営
サ
イ
ド
で
考
え
て
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
以
降
は
、
青
空
文
庫
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
を
活
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

呼
び
か
け
人
と
工
作
員
の
名
は
、〔
青
空
文
庫
を
支
え
る
人
々
〕
で
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
、
五
七
〇
人

（
〇
五
年
九
月
二
四
日
現
在
、
団
体
含
む
）。
こ
こ
に
は
、
青
空
文
庫
か
ら
テ
キ
ス
ト
の
提
供
を
依
頼
し
た
人
や
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
で
青
空
文
庫
に
貢
献
し
た
人
な
ど
の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

青
空
文
庫
に
は
入
会
資
格
の
よ
う
な
も
の
も
な
い
し
、
退
会
手
続
き
も
な
い
。〈
青
空
の
本
〉
を
増
や
す―

こ
の
目
的
の
も
と
、
ゆ
る
ゆ
る
と
し
た
集
団
で
進
ん
で
い
く
。
こ
れ
が
、
現
在
の
青
空
文
庫
の
あ
り
方
な
の
だ
。

お
金
と
人
の
問
題
、
運
営
の
し
か
た
は
、
継
続
課
題
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

入
力
底
本
と
出
版
社

著
作
権
切
れ
の
作
品
を
入
力
す
る
に
あ
た
っ
て
、
青
空
文
庫
側
が
そ
の
底
本
を
提
示
す
る
こ
と
は
な
い
。
自

分
の
持
っ
て
い
る
本
、
図
書
館
に
あ
る
本
、
古
本
、
新
刊
本
、
何
で
も
い
い
。
だ
が
、
今
も
刊
行
さ
れ
て
い
る

本
を
使
っ
て
入
力
し
て
い
い
の
か
と
い
う
疑
問
も
湧
く
こ
と
だ
ろ
う
。

現
行
の
著
作
権
法
に
は
、「
出
版
社
」
の
権
利
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
著
者
の
原
稿
か
ら
出
版
物
を

つ
く
る
、
全
集
を
編
む
、
文
庫
化
す
る―

と
い
っ
た
行
為
に
は
、
権
利
が
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

著
者
や
翻
訳
者
以
外
で
、
明
ら
か
に
権
利
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
俳
句
や
詩
、
日
記
や
短
編
を
選
別
し

て
編
み
あ
げ
た
「
編
者
」、
お
よ
び
、
古
典
文
学
等
で
他
の
伝
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
正
誤
を
判
断
し
て
い
く
と

い
っ
た
作
業
を
行
な
っ
た
「
校
訂
者
」
だ
。〝
創
作
性
〞
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
決
め
手
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
編
者
や
校
訂
者
に
留
意
さ
え
す
れ
ば
、
書
店
の
棚
に
並
ん
で
い
る
本
を
使
っ
て
も
著
作
権
法

上
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
し
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
も
あ
っ
て
、
こ
の
あ
た
り
は
青
空
文
庫
運

営
サ
イ
ド
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

出
版
社
が
ど
う
思
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
出
版
社
も
企
業
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
利
益
を
損
な
う
と
考
え

る
活
動
に
対
し
て
否
定
に
動
く
の
は
当
然
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
出
版
社
か
ら
表
立
っ
て
抗
議
を
受
け
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
青
空
文
庫
が
営
利
を
目
的
と
し
な

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
団
だ
か
ら
な
の
か
、
社
会
的
貢
献
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
な
の
か
、
そ
の
辺
り
は
知
る
す

べ
が
な
い
。

４　
青
空
文
庫
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク―

深
ま
り
と
広
が
り
は
、
電
子
テ
キ
ス
ト
を
介
し
て

青
空
文
庫
の
な
か
に
生
ま
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

青
空
文
庫
に
は
、「
宮
本
百
合
子
全
集
」
を
入
力
し
た
柴
田
卓
治
の
よ
う
に
、
大
部
の
作
品
を
す
べ
て
一
人
で

入
力
し
て
し
ま
っ
た
例
も
あ
る
。
し
か
し
、大
作
を
一
人
で
入
力
、ま
た
は
校
正
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。自
然
と
、

仲
間
を
募
っ
て
作
業
を
す
す
め
よ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
一
年
に
は
、
浜
野
と
八
巻
が
中
心
に
な
っ
て
「
小
熊
秀
雄
全
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
た
。
〇
三
年
二
月
に

が
立
ち
上
げ
た
「
光
の
君
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
〇
五
年
三
月
に

完
了
。
こ
れ
は
、
上
田
英
代
が
「
古
典
総
合
研
究
所
」
で
公
開
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
に
工
作
員
が
再
校
正
を
行

逸
見 

猶
吉

「
逸
見
猶
吉
詩
集
」

北
条 

民
雄

「
い
の
ち
の
初
夜
」等
五
篇

ポ
ー 

エ
ド
ガ
ー・ア
ラン

「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
崩
壊
」「
黄
金
虫
」

「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
事
件
」等
一
〇
篇

ホ
ーソ
ーン 

ナ
サニエル

「
ワ
ン
ダ・
ブ
ッ
ク―

少
年
・
少
女
の
た
め
に

―

」等
二
篇

ホ
ー
フマンス
タ
ール 

フ
ー
ゴー・フォン

「
チ
チ
ア
ン
の
死
」

蒲
松
齢 

「
聊
斎
志
異
」等
一二
篇

細
井 

和
喜
蔵

「
女
給
」等
二
篇

穂
積 

陳
重

「
法
窓
夜
話
」

ホフマン 

エルンス
ト・テ
オ
ド
ー
ア・

アマー
デ
ウス

「
廃
宅
」

堀 

辰
雄

「
美
し
い
村
」

「
風
立
ち
ぬ
」

「
か
げ
ろ
う
の
日
記
」等
二
八
篇

堀
口 

九
万一

「
フ
ラ
ン
ソ
ア・コ
ッ
ペ
訪
問
記
」等
二
篇

本
庄 

陸
男

「
白
い
壁
」等
四
篇

ま牧 

逸
馬

「
浴
槽
の
花
嫁
」等
一
〇
篇

牧
野 

信一

「
鬼
涙
村
」等
一
四
篇

マク
ド
ナル
ド 

ジョー
ジ

「
鏡
中
の
美
女
」

正
岡 

子
規

「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」「
墨
汁
一
滴
」等
二
六
篇

増
田 

雅
子

「
恋
衣
」

松
永 

延
造

「
職
工
と
微
笑
」等
三
篇

松
濤 

明

「
山
想
う
心
」等
四
篇

松
本 

泰

「
宝
石
の
序
曲
」等
五
篇

マル
サス 

トマス・ロバー
ト

「
人
口
論
」等
二
篇

マロ 

エク
ト
ール・アン
リ

「
家
な
き
子
」等
二
篇

三
上 

於
菟
吉

ド
イ
ル「
自
転
車
嬢
の
危
難
」訳
、等
九
篇

三
木 

清

「
哲
学
入
門
」等
一
四
篇

三
島 

霜
川

「
解
剖
室
」等
六
篇
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ポ
ー

（
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影
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「
か
げ
ろ
う
の
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二
八
篇

ホ
ー
ソ
ン

（
撮
影
＝

）

正
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子
規
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▼



な
っ
て
、青
空
文
庫
に
登
録
し
よ
う
と
い
う
試
み
だ
っ
た
。
ほ
か
に
も
、「
原
民
喜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
ま
れ
び
と（
折

口
信
夫
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
が
進
行
中
だ
。

大
部
の
作
品
に
つ
い
て
言
え
ば
、
中
里
介
山
『
大
菩
薩
峠
』
や
岡
本
綺
堂
「
半
七
捕
物
帳
」
シ
リ
ー
ズ
は
、

特
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
組
ま
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
工
作
員
が
い
る
。

ち
な
み
に
、『
大
菩
薩
峠
』
の
最
初
の
巻
が
登
録
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
一
年
五
月
、
最
後
の
巻
は
〇
四
年
五
月

の
登
録
。
こ
の
年
七
月
七
日
の
朝
日
新
聞
に
は
、〈
ネ
ッ
ト
図
書
館
４
０
０
０
冊　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ

　

７
周
年
「
青
空
文
庫
」「
大
菩
薩
峠
」
も
全
編
〉
と
い
う
大
見
出
し
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
半
七
捕
物
帳
」
の
作
品
が
最
初
に
登
録
さ
れ
た
の
は
一
九
九
八
年
七
月
、
全
六
九
話
が
揃
っ
た
の
は

〇
二
年
五
月
の
こ
と
。
大
久
保
ゆ
う
は
、
シ
ャ
ー
ロ
キ
ア
ン
（
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
愛
好
家
）
な
ら
ぬ
ハ
ン
シ

チ
ア
ン
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、「

半
七
捕
物
帳
」
を
開
設
。
こ
の
サ
イ
ト
を
見
れ
ば
、
作

者
執
筆
順
・
事
件
発
生
順
、
事
件
発
生
日
と
解
決
日
が
分
か
る
。

協
力
者
に
よ
る
青
空
文
庫
の
充
実

ゆ
る
ゆ
る
と
し
た
集
団
で
成
り
立
つ
青
空
文
庫
は
、
そ
こ
に
参
加
す
る
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
多
彩
に
な
る
。

名
前
一
つ
取
っ
て
も
、
本
名
だ
っ
た
り
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
だ
っ
た
り
、
本
名
と
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
を
使
い
分
け

て
い
た
り
、
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
を
複
数
持
っ
て
い
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
設
置
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
等
で
、
青
空
文
庫
に
関
わ
る
人
た
ち
も
多
い
。
こ
う
し
た

人
た
ち
が
、
青
空
文
庫
を
支
え
、
読
者
や
工
作
員
を
増
や
し
、
蔵
書
の
充
実
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
言
え
る
。

た
と
え
ば
、
も
り
み
つ
じ
ゅ
ん
じ
は
、
青
空
文
庫
内
に
あ
る
「
随
筆
計
画
２
０
０
０
」
や
「
青
空
文
庫
検
索

ペ
ー
ジ
」
を
作
成
し
た
。
鈴
木
厚
司
は
、「
テ
キ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ワ
ー
」
一
覧
や
「
青
空
文
庫
年
表
」
な
ど
を
含
む

「
青
空
文
庫
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て
い
る
。

は
、
収
録
作
品
に
出
て
く
る
外
字

を
収
め
た
「
外
字
注
記
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
作
成
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
専
門
と
す
る
結
城
浩
は
、「
旧
字
体
置
換
可
能
チ
ェ
ッ
カ
ー
『
校
閲
君
』」
な
ど

工
作
員
向
け
ツ
ー
ル
を
用
意
し
、
加
賀
是
空
は
、「
１
ク
リ
ッ
ク

」
と
い
う
作
品
フ
ァ
イ
ル
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
を
簡
略
化
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
し
、
と
も
に
ネ
ッ
ト
で
無
料
提
供
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
言
語
学
と
日
本
語
教
育
が
専
門
の
大
野
裕
は
、「
青
空
文
庫
関
係
フ
ァ
イ
ル
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を

用
意
し
、「
青
空
文
庫
新
着
情
報
Ｒ
Ｓ
Ｓ
」
や
「
Ｘ
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
変
換
ス
ク
リ
プ
ト
」
を
提
供
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、

に
よ
る
「
一
太
郎
で
『
青
空
文
庫
』」
と
い
う
サ
イ
ト
も
あ
る
。

は
、
工
作

員
同
士
の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
、
掲
示
板
「
こ
も
れ
び
」
も
運
営
し
て
い
る
。

大
野
裕
と
一
緒
に
「
読
書

―

す
い
へ
い
せ
ん
」
を

始
め
た

。
あ
と
か
ら
加
わ
っ
た
、
古
く
か
ら
の
工
作
員
で
あ

る

た
ち
と
、
新
鮮
な
視
点
で
青
空
文
庫
の
収
録
作
品
を
紹

介
し
て
い
る
。

現
在
、
青
空
文
庫
へ
リ
ン
ク
を
張
っ
て
い
る
サ
イ
ト
一
覧
を

見
る
と
、
そ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
大
学
の

図
書
館
・
研
究
室
、
各
種
研
究
所
、
学
校
、
会
社
…
…
、
百
花

繚
乱
の
個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
、
そ
の
数
も
膨
大
な
も
の
に

な
る
。
自
由
に
開
か
れ
て
い
く―

そ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
本
来
の
姿
な
ら
、
青
空
文
庫
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
王
道
を

行
く
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
図
書
館
青
空
文
庫
』（
は
る
書
房
二
〇
〇
五
）
所
収

「
青
空
文
庫
も
の
が
た
り
」
か
ら
の
抜
粋
）

水
谷 

ま
さ
る

「
歌
時
計
」等
三
篇

水
野 

仙
子

「
犬
の
威
厳
」等
一
五
篇

水
野 

葉
舟

「
遠
野
へ
」等
八
篇

三
田
村 

鳶
魚

「
中
里
介
山
の『
大
菩
薩
峠
』」等
二
篇

南
方 

熊
楠

「
十
二
支
考
」等
八
篇

水
上 

滝
太
郎

「
貝
殻
追
放
」等
一
八
篇

宮
城 

道
雄

「
心
の
調
べ
」等
三
篇

三
宅 

幾
三
郎

ホ
ー
ソ
ー
ン「
ワ
ン
ダ・
ブ
ッ
ク―

少
年
・
少
女
の

た
め
に―

」訳

三
宅 

花
圃

「
藪
の
鶯
」

宮
崎 

湖
処
子

「
空
家
」等
二
篇

宮
沢 

賢
治

「
風
の
又
三
郎
」「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」等
一一
六
篇

宮
武 

外
骨

「
一
円
本
流
行
の
害
毒
と
其
裏
面
談
」

宮
原 

晃一郎

「
虹
猫
と
木
精
」等
二
一
篇

宮
本 
百
合
子

「
獄
中
へ
の
手
紙
」「
播
州
平
野
」

「
貧
し
き
人
々
の
群
」等
一
〇
二
七
篇

村
井 

政
善

「
蕎
麦
の
味
と
食
い
方
問
題
」

紫
式
部 

「
源
氏
物
語
」等
五
七
篇

村
山 

槐
多

「
悪
魔
の
舌
」等
三
篇

モ
ーパッサン 

ギ・ド

「
初
雪
」等
七
篇

森 

鷗
外

「
う
た
か
た
の
記
」「
高
瀬
舟
」「
舞
姫
」等
九
四
篇

森
田 

草
平

「
四
十
八
人
目
」等
三
篇

森
本 

薫

「
女
の
一
生
」等
三
篇

文
部
省 

「
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し
」

や八
木 

重
吉

「
秋
の
瞳
」等
二
篇

矢
崎 

嵯
峨
の
舎

「
初
恋
」

矢
田 

津
世
子

「
反
逆
」等
二
篇

藪
野 

椋
十

「「
一
握
の
砂
」序
」

028 ‒
031

大
久
保
ゆ
う
訳『
あ
の
と
き
の
王
子
クン
』

(
 

アン
ト
ワ
ーヌ・ド・サン=

テ
グ
ジュペリ
作)

http://www.alz.jp/221b/aozora/le_petit_prince.html

宮
城
道
雄

森
鷗
外

【
水
谷
ま
さ
る
】▼
▼
▼



文
化
共
有
の
青
空
に
黒
雲
を
か
け
る

著
作
権
保
護
期
間
延
長
に
反
対

あ
な
た
が
手
に
取
っ
て
い
る
こ
の
冊
子
に
は
、
値
段
が
つ
い
て
い
な
い
。『
青
空
文
庫
全
』
は
、
公
共
図
書
館

と
大
学
、
短
大
、
高
専
、
高
校
の
図
書
館
向
け
に
、
青
空
文
庫
が
作
っ
て
贈
っ
た
も
の
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
青
空
文
庫
（

）
を
利
用
す
る
際
も
、
お
金
は
か
か
ら
な
い
。

誰
に
で
も
門
戸
を
開
い
た
青
空
文
庫
の
「
読
む
自
由
」
は
、
作
品
で
儲
け
る
権
利
の
有
効
期
限
を
、
作
者
の

死
後
五
〇
年
ま
で
に
限
定
し
た
、
著
作
権
制
度
の
た
ま
も
の
だ
。

保
護
さ
れ
て
い
る
あ
い
だ
は
、
し
っ
か
り
守
っ
て
創
作
を
励
ま
す
。
け
れ
ど
以
降
は
、
自
由
に
複
製
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
日
本
中
、
世
界
中
の
誰
も
が
広
く
作
品
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
。
著
作
権
保
護
の
国
際
的
な
枠
組
み
で
あ
る
ベ
ル
ヌ
条
約
の
基
本
設
定
に
そ
っ
て
、
日
本
の
著
作
権
法
は
、

そ
の
境
目
を
死
後
五
〇
年
に
お
い
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
今
、
保
護
期
間
を
さ
ら
に
二
〇
年
延
ば
し
、
作
者
が
死
ん
で
か
ら
七
〇
年
ま
で
に
し
よ
う
と
す
る

検
討
が
、
一
部
の
権
利
者
団
体
と
ア
メ
リ
カ
の
要
求
を
受
け
て
、
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

青
空
文
庫
は
以
降
二
〇
年
間
、
新
た
に
著
作
権
切
れ
を
迎
え
る
作
品
を
、
登
録
で
き
な
く
な
る
。
万
が
一
、
過

去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
七
〇
年
が
適
用
さ
れ
れ
ば
、
収
録
作
品
の
約
半
数
が
、
一
気
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

延
長
派
が
ま
ず
主
張
す
る
の
は
、「
欧
米
に
合
わ
せ
る
必
要
性
」
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
制
度
を
な
ら
し
て
統
合
を
進
め
る
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
に
は
、
ご
く
わ
ず
か
だ
が
、
五
〇
年
を

越
え
る
保
護
期
間
を
認
め
て
き
た
国
が
あ
っ
た
。
ル
ー
ル
の
統
一
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ

た
権
利
の
切
り
下
げ
は
避
け
る
前
提
で
協
議
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
長
い
方
が
選
ば
れ
た
。

こ
れ
を
追
う
よ
う
に
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
権
利
の
寿
命
を
延
ば
そ
う
と
狙
う
娯
楽
産
業
の
働
き
か
け
で
、

ア
メ
リ
カ
も
、
保
護
期
間
の
延
長
を
決
め
た
。
さ
ら
に
、
自
国
の
映
画
、
音
楽
産
業
の
後
押
し
を
狙
っ
て
、
日

本
を
含
む
世
界
の
各
国
に
、
延
長
を
要
求
し
始
め
た
。

Ｅ
Ｕ
と
ア
メ
リ
カ
の
選
択
は
い
ず
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
私
た
ち
の
社
会
で
ど
れ
だ
け
大
き
な
役
割
を

に
な
う
よ
う
に
な
る
か
、
今
ほ
ど
明
ら
か
で
な
か
っ
た
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
も
の
だ
。
保
護
期
間
を
長
く

す
れ
ば
、
自
由
に
利
用
で
き
る
作
品
は
、
よ
り
古
い
も
の
に
限
ら
れ
る
。
官
民
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
が
大

山
川 

登
美
子

「
恋
衣
」

山
川 

丙
三
郎

ダ
ン
テ「
神
曲
」訳
、等
三
篇

山
路 

愛
山

「
明
治
文
学
史
」等
八
篇

山
下 

利
三
郎

「
流
転
」

山
田 

美
妙

「
武
蔵
野
」

山
中 

貞
雄

「
陣
中
日
誌（
遺
稿
）」等
五
篇

山
村 

暮
鳥

「
ち
る
ち
る・み
ち
る
」等
三
篇

山
本 

勝
治

「
十
姉
妹
」

山
本 

宣
治

「
婦
人
雑
誌
と
猫
」

ユゴー 

ヴィク
トル

「
レ・ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」等
六
篇

夢
野 

久
作

「
悪
魔
祈
禱
書
」「
あ
や
か
し
の
鼓
」

「
瓶
詰
地
獄
」等
一
五
〇
篇

横
瀬 

夜
雨

「
花
守
」等
七
篇

横
光 

利一

「
機
械
」「
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
田
虫
」「
旅
愁
」等
三
九
篇

与
謝
野 

晶
子

「
晶
子
詩
篇
全
集
」「
み
だ
れ
髪
」

「
私
の
生
ひ
立
ち
」等
一一
五
篇

与
謝
野 
寛

「
蓬
生
」等
九
篇

与
謝
野 

礼
厳

「
礼
厳
法
師
歌
集
」

吉
江 

喬
松

「
伊
良
湖
の
旅
」等
四
篇

吉
田 

絃
二
郎

「
沈
黙
の
扉
」等
二
篇

吉
田 

秀
夫

マ
ル
サ
ス「
人
口
論
」訳
、等
三
篇

吉
野 

作
造

「
蘇
峰
先
生
の「
大
正
の
青
年
と
帝
国
の
前
途
」を
読
む
」

吉
行 

エ
イス
ケ

「
女
百
貨
店
」等
一二
篇

ら蘭 

郁
二
郎

「
脳
波
操
縦
士
」等
二
三
篇

ラン
ド 

ハンス

「
冬
の
王
」

リ
カ
ー
ド
ウ 

デ
イ
ヴィッド

「
経
済
学
及
び
課
税
の
諸
原
理
」

リットン 

エ
ド
ワ
ー
ド 

ジョー
ジ 

ア
ール 

ブル
ワ
ー

「
貸
家
」

リル
ケ 

ラ
イ
ネル・マリ
ア

「
駆
落
」等
三
篇

作
品
で
儲
け
る
権
利
は
、作
者
の
死
後
五
〇
年
ま
で
。

こ
の
仕
組
み
を
生
か
し
、青
空
文
庫
は
権
利
の
切
れ
た
作
品
を
公
開
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
今
、一
部
の
権
利
者
団
体
と
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
を
受
け
て
、保
護
期
間
を
死
後
七
〇
年
に
の
ば
そ
う

と
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。延
長
が
実
現
し
た
と
き
、青
空
文
庫
が
失
う
も
の
は
な
ん
な
の
か
。

富
田
倫
生

第
二
期
延
長
反
対
署
名
の
締
め
切
り
は

二
〇
〇
八
年
二
月
末

「
著
作
権
保
護
期
間
延
長
に
反
対
し
ま
す
」

ム
ービ
ー
よ
り

030 ‒
033

与
謝
野
晶
子

ユ
ゴ
ー

「
レ・ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」の
コ
ゼ
ッ
ト

（
イ
ラ
ス
ト
＝

）

【
山
川
登
美
子
】▼
▼
▼



規
模
な
電
子
図
書
館
計
画
を
進
め
つ
つ
あ
る
今
と
な
っ
て
、
欧
米
は
保
護
の
壁
に
阻
ま
れ
、
作
品
の
公
開
に
苦

労
し
て
い
る
。
書
籍
だ
け
で
は
な
い
。
今
後
は
音
楽
や
映
画
な
ど
で
も
、
こ
う
し
た
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

長
い
保
護
期
間
は
、
広
が
り
始
め
た
文
化
共
有
の
青
空
に
か
か
る
、
黒
雲
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
欧
米
に
な
ら
う
こ
と
は
、
失
敗
の
後
追
い
で
し
か
な
い
と
青
空
文
庫
は
考
え
る
。

も
う
一
つ
の
延
長
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
、「
保
護
期
間
を
延
ば
せ
ば
、
創
作
の
意
欲
が
高
ま
る
」
と
の

理
屈
は
、
さ
ら
に
疑
わ
し
い
。

二
〇
〇
九
年
い
っ
ぱ
い
で
権
利
が
切
れ
る
、
永
井
荷
風
。
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
火
野
葦
平
、
和
辻
哲
郎
。
二

〇
一
一
年
ま
で
の
小
川
未
明
。
二
〇
一
二
年
ま
で
の
柳
田
国
男
、吉
川
英
治
、正
宗
白
鳥
。
い
ず
れ
も
他
界
し
て
、

四
〇
年
以
上
過
ぎ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
現
時
点
で
生
き
て
い
な
い
作
家
に
は
、「
保
護
期
間
の
延
長
で
意
欲
が

高
ま
る
」の
理
屈
は
通
ら
な
い
。
現
在
の
制
度
で
も
、権
利
は
作
者
が
死
ん
だ
後
、さ
ら
に
五
〇
年
間
も
守
ら
れ
る
。

今
、
書
い
て
い
る
人
に
し
て
も
、
死
後
五
〇
年
が
七
〇
年
に
な
っ
て
、
意
欲
が
ま
す
と
は
考
え
に
く
い
。

死
後
五
〇
年
ま
で
の
保
護
で
、
創
作
は
十
分
支
援
で
き
る
。
以
降
は
共
用
の
仕
組
み
を
と
と
の
え
て
、
誰
も

が
利
用
し
や
す
く
し
た
方
が
、
社
会
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
よ
ほ
ど
益
が
あ
る
。
保
護
期
間
の
延
長
は
、
過
去

の
文
化
遺
産
を
享
受
す
る
万
人
の
権
利
を
犠
牲
に
し
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
稼
ぐ
娯
楽
産
業
や
、
権
利
の
管
理

業
者
だ
け
を
潤
す
可
能
性
が
高
い
。

青
空
文
庫
は
そ
う
考
え
て
、
延
長
に
反
対
す
る
署
名
活
動
を
進
め
て
い
る
。

添
付
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ̶

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
、
反
対
の
理
由
を
説
明
し
た
ビ
デ
オ
と
、
署
名
用
紙
を
お
さ
め
て
あ
る
。
青

空
文
庫
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
、「
著
作
権
の
保
護
期
間
延
長
に
反
対
し
ま
す
」
の
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
活

動
の
詳
細
を
説
明
し
た
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
る
。

読
ん
で
ほ
し
い
。
見
て
ほ
し
い
。
署
名
し
て
ほ
し
い
。

青
空
に
か
か
る
黒
雲
を
払
い
た
い
と
、
心
か
ら
願
う
。
あ
な
た
と
私
の
手
で
。

ル
ヴェル 

モ
ー
リス

「
或
る
精
神
異
常
者
」

ル
ブ
ラン 

モ
ー
リス

「
奇
巌
城
」等
二
篇

ルモンニエ
ー 

カ
ミ
ーユ

「
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
夜
」

レニエ 

アン
リ・ド

「
復
讐
」等
二
篇

魯
迅 

「
阿
Ｑ
正
伝
」等
一二
篇

わ若
杉 

鳥
子

「
烈
日
」等
一
三
篇

若
松 

賤
子

「
忘
れ
形
見
」

若
山 

牧
水

「
樹
木
と
そ
の
葉
」等
六
二
篇

渡
辺 

温

「
ア
ン
ド
ロ
ギ
ュノ
ス
の
裔
」等
一
八
篇

ワル
ラス 

マリ
ー・エス
プ
リ・レ
オン

「
純
粋
経
済
学
要
論
」

魯
迅
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全
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も

う

一

つ

の

読

む

自

由

推 薦 の 言 葉
　青空文庫が活動を開始して、��年が経過したとお聞きいた
しました。
　図書館関係者ならば、知らない者はいないであろう、あの
青空文庫が開設十周年を迎えられたことに、まずもってお祝
いを申し上げたいと存じます。
　図書館の最も重要な役割は、人類のもつ知識、情報を万人
の共有物として共有化することにあると思われます。そのため
に図書館は永い時間をかけて様 な々技術、システムを創りつ
づけてきましたが、青空文庫は近年の情報技術の飛躍的な進
歩を利用して著作権の保護期間が切れた著作物を世界中の
人 に々開放することにより共有化を進めるという偉大な事業を
展開されています。しかもその事業を非営利で立上げ、その後
数���人のボランティアが支える仕組みも作り上げました。
　著作権者の一部には、著作物のエンドユーザーである一般
大衆が著作物に敬意を払わず、ないがしろにしていると非難
する方々が存在します。しかしそれは大いなる誤解で、多くの
市民は文化的歴史的著作物に価値を見出し、心からその作
品の永遠なることを願っているものです。青空文庫はそのよう
な心根を強く持ったボランティアの活動の拠点にもなっていま
す。つまり一部の著作権者が望みながら叶えられないと嘆く、
作品と作家への敬慕が最も強く発現している営みが実現され
ているのです。
　青空文庫は十周年記念事業として、これまで蓄積してきた
コンテンツを収録した���を全国の公共図書館、大学附属
図書館、高等学校図書館などへ寄贈されるとのことです。
���は、青空文庫のこれまでの歴史、活動の状況、サイトの
利用法などをまとめた小冊子に添付された形で送付されます。
���に収録される作品は著作権フリーであるため、コピーも
自由に行なえるので図書館においてコピーを行ない利用者に
頒布することも可能です。青空文庫のサイトへ直接アクセス
することに躊躇する市民も冊子の解説と���のデータを用い
て作品を鑑賞、分析、加工することが可能です。

　青空文庫のこの度の素晴らしい取組みに対して、各図書館
においては��はもちろんのこと、智恵をしぼって青空文庫の
利用促進を図っていただきたいと考えます。たとえば退職後
の団塊の世代の中には、お気に入りの文学作品を分析研究す
る方も少なくないと思います。それらの方 に々対して、「青空文
庫の利用講座」を開催するなどということも可能でしょう。ま
た大学では既に行なわれている文学作品の分析のための利
用なども高校の授業やクラブ活動でも利用できるでしょう。日
本図書館協会としても今回の事業に関してささやかなお手伝
いをさせていただいていることから、各図書館において積極
的な活用が図られることを希望いたします。

社団法人日本図書館協会
常務理事・事務局長　松岡�要

も う 一 つ の 読 む 自 由

『
青
空
文
庫 

全
』
の
本
文
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ̶

Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
、

自
由
に
コ
ピ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

複
製
さ
れ
、
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
心
か
ら
の
願
い
で
す
。

青
空
文
庫
◉
編
著

青空文庫◉発行


